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文化財シリーズ第8号「宇都宮の古道」をおとどけします。

わが郷土ゝ宇都宮は古代から下つ毛の国の中心として栄えてきたまちです。本市の今日に

至るまでの共通した特色の一つとして各時代において常に陸上交通の要所としての地位を

保ってきたことがあげられると思います。

具体的に申しますと1古代は蝦夷討征の拠点中世においては東北への出入口1近世で

は江戸幕府が定めた五街道のうち日光・奥州両道が分かれる場所であったことなどがあげら

れます。

本市がこのように古来から交通の要所にあったことはゝ今日の市民性の最大の長所であ

る“どこからやってきた人に対してもゝ分け隔てせず親切に迎える”という開放的性格を

生みました。これは－一朝一夕に根付いたものではなく1いわば歴史の中で“陸の港町”ゝ

のような位置にあった本市の特性から自然に芽ばえてきたものなのです。極言するならば－

この誇るべき長所は「道」が与えてくれたものといえるのではないでしょうか。

現代に生きる私達は1この事実をしっかりと胸に刻み1伝統を受け継ぐだけでなく－更

にこの長所を伸ばしていきたいと思います。これは1本冊子を発刊した大きな目的の－一つ

ですので1どうか多くの市民の皆様の目にとまりゝ私達のまち「宇都宮」をより深く理解

していただき1一層愛着を寄せていただくための一助となれば幸いと存じます。

終わりにゝ本冊子の刊行に際して調査にあたっていただいた本市文化財調査員の方々を

はじめとしてゝ御協力くださいました関係各位に心から感謝の意を表します。

昭和60年3月

宇都宮市教育委員会

教育長　　後　藤　一　雄
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ま　　え　　が　　き

本冊子は1昭和58年度に宇都宮市教育委員会が1市文化財保護審議委員会の答申を受け

市文化財調査員活動の一環として実施した「古道調査（課題別文化財一一斉調査）」の結果

をもとにしてまとめたものです。

同調査は－市内全域を対象にして実施した結乳56件が報告されました0

しかしゝ20名の調査員の「古道」に対する基準がそれぞれ異なることから本冊子への掲

載にあたっては－事務局（市教育委員会社会教育課）職員が調整するとともに報告になか

ったものも一部収録しました。

またゝ報告されたもので本冊子の本編に収録しなかったものについては「1・古道のと

らえ方」の中に参考資料として掲載しました。

なお1「古道調査」は1次の組織で行いましたが1特に松本尊軋細谷邦太増渕オイゝ

沼子キミ1吉川リエゝ本多晃の各氏の協力を得ました。

※　本文中ゝ古道のルートを示した地形図の縮尺は全て2万5千分の1です。

●宇都宮市文化財保護審議委員会委員
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1．古道のとらえかた

本書は1宇都宮市文化財調査員活動の一環として実施している「昭和58年度課題別文化

財一斉調査」のテーマ『宇都宮の古道調査』の結果を中心にまとめたものでありゝ調査要

領は次のとおりである。

く古道調査要領〉

1　目　的

古くから人々の生酒に不可欠であった道はゝ　その土地の人々の歴史を刻み1その時

代を生きた人々に多くの恵みを与えてきた。

しかしゝ　これらの道は－常に人々の生活と一体をなしてきたために社会や生活の変

化によって1失われ－忘れ去られようとしている道も少なくない。

そこで－本年度はゝ失われつつある古道を総合的に調査しゝ記録保存する。

2　調　査　対・象

古道とそれに関する歴史的事物を調査する。

（1）古道

ア　特別な呼称のある道

イ　いわれのある道

（2）歴史的事物

町並み（宿場）一　石仏ゝ　道標ゝ一里

塚ゝ塚ゝ並木1河岸一神社一仏閣一地

名1古地図ゝ　伝説一　城館跡等

3　調　査　方　法

（1）調査

調査はゝ　実際に現地において路線

等を確認のうえ行うものとするが－

聞き取り調査等も活用する。

（2）まとめ

別添「調査用紙」に調査結果を記

入するとともに－　その路線ゝ　所在地

を1／・25，000の地図に明示する。

（3）調査地区

調査地区は－　原則としてゝ　調査員

地軸 盟 年鑑 諜菰 別文化 由 一斉誹懐　 古 這 調 査　 調別 紙 l 整理番 与 l

占 遥 名 I　　　　　 l 起 点 ～ 柊 ．責 l　 ”　 【渚蓋 叫
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退
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回

と
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的

李

勒
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血

乗
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写

阜
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の担当区域内とする。

ただし－路線が隣接区域にまたがる場合はゝ　隣接の担当調査員と連絡・調整のう

え調査を進めるものとする。

上記要領により古道調査を実施したが1調査以前から古道をどの範囲でとらえるか1い

つごろまでの道を古道とするかなど次のような問題点が指摘されていた。

・　時期（時代）約に一　言道をいつまでにおさえるか。

・　改修・整備をした古道の取り扱いをどうするか。

・古道として伝承されていてもー　正確なルートをつかめるか。

・狭い地域（旧大字単位）に残る生活道の取り扱いをどうするか。

・　同じ道であっても1地区によって違う名称をどうするか。

・　軌道敷跡・草道等の取り扱いをどうするか。

これらの問題点については－調査員の判断にゆだねるといういわば棚上げした状況で調

査に踏み切った。その結果1調査員から提出挙れた調査内容は当然の事ながら統一性を欠

くものであった。そこで1本書の作成に当たってはゝ　およそ次の掲載基準により編集する

こととした。

・本吉で取り扱う古道は1江戸時代以前までに敷設されたものとする。

・近代的に改修・整備された古道であってもゝ　著名なものは掲載する。

・狭い地域内の古道であってもー歴史的意義があるものは掲載する。

・　調査結果に加えて－　書籍1文献等を参考にして解説を記述する。

なお－　調査員から報告がありながら一　本書に未掲載の古道は次のとおりである。

番
号
古　 道　 名 起 点 ～終 点 調査地 蕃

号
古　 道　 名 起 点 ～ 終 点 調査地

ロ 新地街道 N H K 支局一河原町 旭 8 ト　ロ　道 徳次郎～材木町 富屋

2 長 岡脇道 長岡町 豊郷 9 栃 木 道 上欠町一栃木 姿川

ノク

ク

ク

横川

3 日光街道 （中道） 金沢～田野天王原 城山

ク

′ク

〃

富屋

10 元砥上駅の交通路 砥上駅～宇都宮

4 結城街道 下福岡～古賀志 11 戸長役場道 州 懐 ～苦笑 ：幸霊圭

5 辰街道 野尻 12 名 主 道 植木豪～砥上 ・下砥上

6 宇都宮軌道運輸と人草鉄道
宇都宮一城山 13 成願寺道 さるやま町一成願寺

7 大 谷 道 徳次郎～大谷 14 清原飛行場引込線 宝積寺～清原 清原

－　3　－



2．古代の東山道

我が国の道路は1律令国家成立以前にもある程度できあがっていたことはゝ古墳や集落

跡等の遺跡の分布状態によって推測することができる。

しかしゝ全国的な規模で本格的な道路が整備されたのはゝ中央集権的な律令国家の事業

としてであった。中央集権国家の確立をめぎす大和朝廷にとってゝ都と地方を結ぷ道路の

整備は1役人をはじめとする人々の往私税や産物等の物資の輸送ゝ軍団兵士の移動等の

ため不可欠な条件であった。そこで1大和朝廷は1都を中心として五畿七道を定めゝ地方

の諸国を7つに区分した。

下野国は七道のうちの東山道に属しゝ蝦夷の征討と奥羽の開拓が律令政府の大きな関心

事であったため1政治的・軍事的に重要な意味をもつ道であった。

以一卜『うつのみやの歴史一昭和59年・宇都宮市－』の「東山道と衣川駅家」の記事を

転載してみる。

「東山道は上野国の新田駅家（大田市）から下野国の足利駅家（足利市十念寺跡附近か）

に入るとゝ　これから東進して三鴨駅家（岩舟町畳岡附近か）に達しゝここから下野国府（栃

木市田村町）に重り1思川を渡って下野国分寺・国分尼寺（国分寺町）附近を通過しゝ下

野薬師寺（南河内町）まで北東進し－これから北進して田部駅家（上三川町多功附近）に

至る。田部は田郡の誤記と思われゝ田郡が多功に転化したのではなかろうか。東山道は田

8～9世紀の東山道（『宇都宮市史。第1巻より）

部駅家から北上しゝ多功廃寺（上三川町多功

河内郡衝か）の近くを通って上神主廃寺（上

三川町上神主と宇都宮市茂原町との境）に達

するが1茂原町内には愛宕塚古墳・大日塚古

墳・権現山古墳などが群在する。この辺りか

ら北東進して田川を渡って東谷町内の笹塚古
おきかペニう　　　　わJhうる　－し¢うし▲う

墳に至り1さらに刑部郷（『和名類糞砂』記載

の郷名）近くを経て衣川駅家に至ったと思わ

れる。（中略）

そこで衣川駅家の位置を1石井町の志峰寮

索道跡に想定してみたい。ここは宇都宮大学

の南東約1・5キロの地である。この辺りは今

はすっかり住宅地と化しているが－　わずかに

残る畑地には1奈良・平安時代の土器（土師

器）片が散乱している。石井町内にはこのこ

4　－



巨・‥‥iミ・■．・ふ・l

†　椙ノー√盲二「

や－　ノ＿∴／
引叫▲ノ

へ■－・1£こ ナ‾「「㌔－ぺ

←－－ヰ／－ノノ

㍉．ノ

㌣■∵彗・l
馬

　

勘

．
山

ノ

ア

1

■

J

　

　

ノ

ノ
1
1
1

ト
㍉
　
㍉

†
＋
㌔
　
．
ゝ
∵

ト
阜
∴

／′　好　き㍊。ノ

。－去J・」朋芸子J8ン′鳩＿ぷ針

埼　　玉　　鼎

1ノプチゝ

県㍉‾‾㍉ゝ

へ＿1男．岳　玖

√ノ1～「

㍉
－
．
．
ノ
ア
裾
丹

′

・

　

Y

㌘
㌶㍉
㌔

ノ
㌍
牒

ゝ－－㍉－－㌣＿1＿軒1／－し
ノ

「　1

ゝ‾‾‾㍉∴

㍉
鱒
・
1
サ
リ
㌶
㌦
∴
げ
r
凋

こ
㍉
　
紺

仙

∵

L

し

　

　

　

げ

㌦
鼠
1
1
．
′
．
．
1
ぬ
1
品

／

て【．粛鬱山．／

ゝ／．‾←・1・／

′
草
∵
ノ
（
し

城

　

　

　

　

　

㍉

古代主要遺跡分布図（『角川日本地名大辞典』9栃木県より）
かみ　さむらいづか

ろの土帥器片を広い範囲にわたって出

土する遺跡はほかにない。そればかり

か－　石井町内には浅間山方墳・愛宕塚

古墳などを中心とした久部台■占墳群が

あり1衣川駅家の位置を考えるときゝ

その歴史的環境は－ト分に整っていると

いえる。

そこで東山道はこの衣川駅家から東

進しゝ　下川岸（鬼怒橋の南方約1キロ）・

辺りで鬼怒川を渡って館山に達し1清

原中学校のすぐ西側を北進しゝ　竹‾F浅

間【＿l」古墳近くを通って板戸L＿1」‘墳附近に

達した。この辺りから高林わノ・ヱ町石末を

経て氏家町の八方口に至った。八方U

の東方には廟久保という地名があるの

でゝ　この附近に新田駅家が考えられる。
み　わ　　　　しう　趣い　しゃ　み　I｝lじ人．じゃ

ここから′」1川町三輪の式内社三和神社

を約て」ヒ進しゝ　那須官衝（′Jり＝町）に
）ほう　∵　はい　C iiうさがわ

達しゝ浄法寺廃寺附近で帯川を渡り－

上侍塚古墳・下侍塚古墳（湯津上村）の西側を通って1湯津上地内の磐上駅家に重りゝ　さ

らに北進して黒川駅家（那須町）に達した。これから北東進して‾卜野間から陸奥国に至っ

た。」

野・轄

†‥∴＿．ノミ－ミ．J∴√章

毎ご＿」十ギ
上神主廃寺出土古瓦

¶　5　－



‰．繁華
く＆1㌦J′登

濠1義く㌦数

ゝ　㌔㌔薫登

磯パぎ＋一撃‾登
料㌦　　浦　棚巌′㌦　扱　喝　繚登 警貞纂∨£畿芸ミ撃浮亀

窃登嶺　よ　象～轡轡

簸登二写像　′穐廃∴や　ン㌔及晶辱　W登W・れ警％夢象磯・率率魔準′L警㌔警警警警ハ警競

く．掌乳ぶ慧雲慈羞霊＿㌔霊芝£急㌔；二途袈一靂ぞ妥
・一　∴　　　　　・・

笹塚古墳（東谷町）

長　㌻∵？㍗㍗∴

轟終轟薫桑禦攣牽整

．　　　　　∴－一二

瑞穂野団地東側の道（石井町）

㌦魚積極各曇

竹下浅間山古墳（竹下町）

爾

郡

～登庵登協数

欝黍

鬼怒川下川岸（石井町）

板戸大塚古墳（板戸町）

ー　6



3．中世の鎌倉街道
建久3年（1192）1源頼朝によって鎌倉に幕府が

開かれるとゝ京都を中心とする関西地方に対して

武家政権の根拠地として1東国地プJ‘も活況を帯び

てきた。

鎌倉幕府にとって1幕府を支える御家人特に

東国に散在する御家人と鎌倉を結ぷ道は11いぎ鎌

倉′′という暗に速やかに御家人連が鎌倉に出向く

ことが必要であった。

そこで1幕府はこれらの御家人と鎌倉を結ぷ交

通路の整備に力を入れた。これらの街道は一般的

に鎌倉街道と呼ばれ1政治的・軍事的だけでなく

経済的にも重要な機能をもっていた。

生
・i

①

7　－

舗倉街道一推定－
（とちぎの自然・歴史と自然のはなしより）

しも　つどび）くこ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヰパ】吏

下野国には1宇都宮の北方ゝ′Jl山市

の間々田・乙女・野木町などに鎌倉道

と呼ばれるノJl道がわずかに残っている。

宇都宮の北部地区には1鎌倉街道∵公

方街道1頼朝街道と呼んでいるところ

がみられる。

○　文治5年（1189）ゝ　臆割は陸奥国平

長の藤原泰衡を討つために鎌倉道を北

上し1古多梧駅を通り1田川を北＿卜し

たと思われる。

鎌倉幕府の史書である『吾妻鑑』を

みてみると「7月25l＿］ゝ突末1二品着

御TF野国ナ了多棺駅」とあり1近世の

字音随■城下′」1田町切橋（小円栢）に到



着と善かれている。古多倍は‾卜河原の常念寺前の小橋と考えられている。

常念寺附近はゝ　湧水がみられゝ　静御前が義経のあとを追って奥州へ落ちていく途中1喉

が渇いて関っていた侍1供の侍の亀井六郎が槍の先で大地をつくと清水が湧き出したとい

われる伝説のあるところである。

○　羽黒街道を北上すると出川に鎌倉橋という名の橋がかかっており－　すぐ近くには鎌倉

坂という地名が残っている。そしてこの道にちなむ次のような伝説が残ってし1る。

源平の争乱の後1源頼朝は弟の義経追討のため軍勢を率いて奥州に向かった折1この坂

道でひと休みをしゝ手にした桜のムチをかたわらの地面にさしたまま立ち去ったが1不思

議なことにそのムチが根を斗じ1枝葉を繁らして人木となり1春にはみごとな花を見せて

くれたとし1う。

○　岩曽l町の宇都宮製紙二l二場内を通り北に向かう。下川俣町の・吉川さん宅は頼朝街道のく

ぼ地の中に建っており庭の巾に段差がはっきりとみられる。沼干さん宅の・果樹畑の中にも

くぼ地として残っておりゝ　遺は御用川で切られている。川俣即と海道町の境の農道となっ

ている頼朝街道は白沢方面に続いている。

①　工場内に残る道

－　8

（卦　屋敷の中に残る道

②　くぼ地となって残る道

④　川俣 遣る通を部東



4．近世の道
徳川家康により江戸に幕府が開かれるとゝ幕府は日本橋を起点として一束海鼠中山道1

甲州街道1奥州衝温ヒ恍街道の五街道を設け1勘定奉行（道中奉行兼帯）の支配下におい

た。そして1一里ごとに一里塚を築き道しるべとし1街道の両側には1マツゝスギーヒノ

キなどの並木を植えて1旅人の行路に風情を添えるとともに1夏は休息の場を提供した。

また各宿場には∴酎軋脇本陣∴精粗問屋場などの施設を設け－特にゝ幕府役人や参

勤交代の大名など支配者階級の利用を考えた整備を行った。

宇都宮は五街道のうちゝ主に将軍の社参をはじめとする参拝者のための日光街道と東北

近世交通図（『角川日本地名大辞典』9栃木県より）

ー　9　－－

を結ぷ奥州街道が分かれる交通

の要地であり1日光霊廟を守る

ばかりでなく1幕府の東北諸藩

を統治するかなめとして軍事上

も重要な位置にあった。このよ

うな中でゝ　宇都宮の城下の道は

歴代の藩主のもとで1徐々に整

備されていった。特にゝ　大規模

な城内・城外の城割り・町割り

を行ったのは「宇都宮の釣天井」

の伝説を生んだ本多正純であり1

現在の宇都宮市街地の基礎にな

っている。

宇都宮は1下野国の政治・文

化の中心でありゝ　日光街道・奥

州街道以外にゝ　東へ石井道・道

場宿道1西へ大谷遷■癖権道ゝ

南へ佐野道等が古地図にみられ

るが1これらの他にも近隣の各

所に通じる道があったことはい

うまでもない。



（1）宇都宮城下の道

（1）道と城下

宇都宮はゝ古代1下野国河内郡池辺郷として産声をあげゝ二荒山神社の門前町として発

展し－平安時代末以後ゝ宇都宮氏22代の本拠地として栄えるに至った。江戸時代になると1

日光東照宮が建立され∴詩府によって定められた五街道のうちの日光街道と奥州街道が分か

れる交通の要所として重要さを加えるとともに1奥平・本多・松平・戸田氏等の城下町とし

て繁栄を続けてきた。

現在の宇都宮の市街地は1近世の城下町の町割りを基礎としたものでありゝ特に元和5

年（1619）の本多正純による城下整備が今日に大きく影響している。宇都宮が城下町とし

て計画的に作られた都市であることを1最も顕著に物語っているのは屈曲した道である。

城下町は要塞都市であり1城の防御を重視した軍事基地である。そのかなめとなっている

のが道でありゝ　道によって区分された武士や町人の居住地でありゝ街道の出入口に配置さ

・：．嵐亘一盲Jしれた寺院である。

／－－∠∴－こ　ノ恨二宅
一　W一’〔1‘′・一＿く

＿一声こ＿こ

．て群∴デ　ー1繁ニニニ1．
〆■　　　－ぺ‾＝ミ．てぺ＝‘へ　　7

掌横転喪蒜姦

二葉宴音義
＿／〝へ㌦㌔㌔

イモ三㌫二，ノノてニニゞ巻舌三
．・・－∫

古書にみえる日光街道出入口（『宇陽略記』より）

宇都宮も例外ではなくゝ江戸に通

じる江戸街道はゝ域の南西に位置する

南新町から城下に入り1更に北上し1新

石町で右折し－　すぐに左折すると日光

ここ　街道となり－　直進すると奥州に向かう

戊′ご′イン謎ふ降参一漁Wご邸ご㌢凝宕ぞぞ㌫ご禁豪′芸濃逐芸警やぎ還

同・現在の様子

街道に通じる！この宇都宮城の西と北

を通過する街道が宇都宮城下の構造を

決定づけており1次の事がいえるであ

ろう。

・街道はゝ宇都宮城に隣接せず1や

や離れた地点を屈曲して通過する。

・　街道の両側を町人居住地としそ

の内側ゝ　城との間に武士を屑任さ

せ防御壁とした。

・街道の出入ロに寺院を配して城

を固める砦とするとともにゝ　城下

の内と外の区切りとした。
ば　し人　　　入き

′′く　宇都宮は－戊辰の役と第2次世界大

戦の2回にわたって戦禍をうけゝ　域を

－10－
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1桂林寺16妙正寺　31台陽寺

2　延余院17興禅寺　32大慈院跡

3　真福寺18生福寺　33栗林寺

4　正行寺19法華寺　34長福寺

5　宝勝幸　20妙全寺　35盛久院

6　心光寺　21宝蔵寺　36票見寺

7　光明寺　22大運寺

8　粉河寺　23安養寺

9　浄鏡寺　24観書寺

10能延寺　25光琳寺

11本願寺　26報恩寺

12素光寺　27一向寺

13成高寺　28龍松寺

37松岩寺跡

38万松寺

39英巌寺

40常念書

41善願寺

42生善寺

43応願書

14天勢寺　29長楽寺　44林松寺

15清巌寺　30地蔵寺



はじめ城下町の景観をほとんど焼失してしまい1更に新しい都市計画によって道も新設あ

るいは改修され近代都市に変ぽうしてきた。しかし1現在の宇都宮市街のベースは城下町

であり1所々に城下町の名残がみられる。

（2）屈曲した道

城‾Fに出入する道の数は軍事上最低限にすることが望ましくゝ　宇都宮の場合1江戸・」l

光・奥州の本街道及び近隣を結ぷ大谷遺・鹿沼道・佐野道・石井遺・道場宿遺等があるだ

けである。これらの道はゝ城下に入ると複雑に屈曲し∴万一1この道から敵が侵入したとし

ても城‾卜へば直進できずゝ　屈曲地点

で防戦できるよう設定されている。

なおゝ奥州街道が杉原町で南下し

城に近づいているのは1宇都宮大明

神（∴荒山神祉）・の門前を迂回した

ことによる。

（3）道と町屋

街道が城下に入るとゝ　遺の両側に

商ノ家を中心とした町屋が軒を並べー

脇道以外に人々が左右においては通

行することを阻んでいた。そのうえ

街道附いの町にはゝ　町境や脇道への

出入【＝こ木戸や自身番を設けゝ　緊急

時においては人の通行を遮断した。

したがって1町屋は城内にぉける最

初の防御塀といえる。

（4〕寺院の配置

幕府が・周一城の制を定めると1

本城を囲むように設置されていた出

城は全て撤去された。城主は出城に替

わるものとして」敏の侵略を受けた場

合ゝ　兵⊥や武器・食糧を大量に持ち

込むことが可能な寺院を街道の山人

Ilに計画的に配置した。なぉ1宇都宮

城下で寺院敷地は約15％を占めていた。

古書にみえる旧蓬莱町附近（『宇陽略記／こより）

同・現在の様子

㌦‾1㍉－→→ノ′h㍉」一肌－ニ′へご＝

噛三卜

古書にみえる池上橋付近（『宇陽略記Jより）

－12－
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厳命轡≒

登　琴∵

①　今小路通り

（今小路橋周辺）

③　大町通り

（今ノ川路通りから大町通りを望む）

一13一

④

1ご・

※　写真①～⑳の見出し

及び解説には旧町名を

使用した。

元石町通り

（元古久稲荷）

石町通り

済懲㌔機賢二遜

（元穀物問屋の石蔵）



⑦　宮島町通り

（寺町から宮島町を望む）

⑲　小伝馬町通り

（東から西を望む）

ー14－

（蔵造の商家）

（鉄塔婆）一清巌寺



⑲　狸　　　坂

（武家屋敷風の家屋と庭園）

15



条　町

（二股道）

（ゆ　四　条　町

㊧　二　条　町

（屈曲路）

（武家屋敷風の家屋）

ー16一

∴髄巨∴
（観専寺を望む）



（2）奥　州　街　道

奥州街道が通じていたのはかなり古く1御室観苗の伝説を宇都宮に残した征夷大将軍坂

＿l個村磨呂の蝦夷征討の道1関沢の獅子舞の由来に残る平安末期の源頼義・義家の奥州平

定の道1源頼朝・義経の奥州藤原民間の道1芭蕉が通った奥の細道1そしてゝ　奥州諸藩の

大名が参勤交代に通っ・た道1これらの道が奥州街道と呼ばれている。

奥州街道は1江戸千住から陸奥三厩閉までの約200里（約800k血）を言う場合もあるが1

一般的にはゝ　江戸から宇都宮を経て更に以北の白子F■Jの辺りまでを奥州街道としている。こ

の奥州街道が1宇都宮からけ光へと分岐したのが日光街道である。そして東照宮が造営され－

将軍をはじめ大名以下の往来が頻繁になると1宇都宮以北の白沢ゝ　氏家ゝ　喜連川一佐久山ゝ

大田原ゝ　鍋掛1越堀1芦野1白坂ゝ　白河の10宿ゝ　約90kmの街道を厳密には奥州街道と言う

ようになりゝ　江戸千住から宇都宮1口光間は「け己街道と言うようになった。

①　旧奥州筋道

元和元年（1615）日光街道が開通したため－奥州街道は南新町ゝ　材木町ゝ池上町一鉄砲

町ゝ　曲師町一　日野町を経てゝ上河原町に至るようになったが1それ以前は－下河原一　簗瀬

村ゝ　宿郷村一押切を経て上河原に至ったものでありゝ　これが市来ゝ　奥州への道筋となっ

ていたものである（ヰ河原を通ったこともある）。

『下野風土記』には1「宇部包ゝ　ランタと言う所なりゝ　川幅2問の川に石橋あり一　足をコダ

橋という－古への奥州海道なり」とある。コダ橋（古多情・′」1田橋）は常念寺前1亀井の水

の所にあった橋であるがゝ　押切橋との説もある。

その道筋は1道路拡弓長ゝ　区画整理等のため当時の面影は失われたが1下河原一　簗瀬村ゝ

侶郷村ゝ　押切を経て上河原町に至る道筋は一部失われた所もあるがゝ　現在も残っている。

ー17－

不動前の交差点を東に折れるとゝ『宇陽

略記』に「不動堂ノ東ノ森ニシテ1庭中

古木森然トシテ門季二花有泉地に蓮を生

ス見下セバ……」と書かれゝ　匹季折々の

花が咲きゝ　近里遠境一望に見渡せる宇都

官第一の景勝地であったといわれる御山

屋敷のあった所である。ゆるやかな坂をく

だると亀井山常念寺があり∴直の傍らには

静御前のお供をした亀井六郎にかかわる



伝説をもち1古くから多くの旅人の喉を潤した名東「亀井の水」がある。『‾卜野風土記』に

おし1てゝ　コダ栢があったといわれる所は1このすぐ近くである。

宇都宮藩の御用米蔵のあった御蔵町の郵便局の所を乗に折れ1田川を渡ると1宇都宮城

の実の守護として開山された光徳寺がある。

光徳寺の洗橋の辺りの道筋は－　改修されてはっきりしていない。善頗寺の西側を通軋

押切橋を渡り－上河原へと続く。菩願寺には市指定の文化財である銅像虞舎那仏坐像があ

りゝ「大豆三粒の金仏」としてゝ　苦から多くの人々に親しまれてきた仏様である。また坂

上田村磨呂にちなむ伝説をもつ御室観音堂も境内にある。

①　南から常念寺前を望む

③　光　徳　寺

②　亀井の水

④細道慮舎那仏坐俊
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②　奥　州　街　道

宇都宮は1関東における東北への関門として1また幕府の奥の院である日光東照宮の入

11としてきわめて重要な位置を占める所である。このような状況の中で宇都宮城主となり

「釣り天井」の伝説の主人公になった本多正紳は1宇都宮城郭の整備1日光街道の開設ゝ

奥州街道の付け帯えなどの城下の大改造を行った。

このとき奥州街道はゝ不動前の所を右折して1下河臥簗瀬村ゝ宿郷村1押切一上河原
J＝ろう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ろなみしんまち　　ぎし－もくちJう　　いL†がみちJう　　てっlぎうち‘う　　まけ　し　ちiう　　ひ　の　麦ち

を経で博労町に達する経路から1南新町1材木町1池上軋鉄砲町ゝ　曲師町1日野町を経

て上河原に至る経路となる。

現在1この道筋はゝ区画整理や道路拡張によって当時の面影は失われたがゝ　日野町通り

と今小路交差点ゝ今ノJl路通りと大町通りの交差由こは城下町特有の曲折がそのあとをとど

めている。また博労町商ノ家や海道町の松並木にもわずかに昔の面影を残している。

日光街道と分かれる伝馬町は当隠旅籠鼠ノ」ゝ間物岸ゝ肴屋ゝ造酒屋などが店を並べゝ

宇都宮で最もにぎやかなところの一つであった。池上町の朝日坂を下りゝ福田屋百貨店の東

側の鉄砲鍛治の住んでいた鉄砲町を通りゝ　曲げ物師のいた曲師町一　目野商人が住んでいた

廿野町を出る所はゝ今小路通りとのT手絡交差点になる。その交差点を左折して一石折す

ると大町通りに入る。すぐ左側には石の蔵がみられる。通りの南側にあたたかな夫婦愛の

伝説をもつ「おしどり塚」がある。更に上河原の通りを北に向かうと－．妙正寺前の直角に屈

折したところがあり1苫の街道の名残をとどめている。左側にゝ市指定文化財の樋瓜氏の

墓がある。田川にかかる幸橋を渡って博労町に出ると正面にゝ重厚な観音開きで豪壮さを

象徴する鬼瓦を屋根にのせ苦の商家の姿を今日まで伝えている篠原家がある。

道を左に折れ北に向かうと道の左側に1宇都宮八代城主貞綱が開基した興禅寺があり－

市指定の釈迦如来坐像が安置されており－　また「訴人婆々」の伝説も残っている。右手にあ

る八坂神社はゝ宇都宮宗円が宇都宮城築城の際ゝ城の鬼門除けとして建立したと言われて

いる。八坂神社の神楽ば市指定の文化財になっており12月28［Lll月23日に奉納される。

今泉町の竹林十文字の住宅地の中に御上人塚と呼ばれるゝ約20mの江戸時代後期の塚が

ある。かつてはゝ　うっそうと竹が繁っていたことから地名がつし1たと言われる竹林は江戸

－19－

時代1約200m余の家並

が続いていたという。

竹林の十文字を越える

とゝ　街道に面して長屋門

のある旧家が並んでいる。



■　真言宗宝蓮院を通り∴地蔵前にくると－　今でもわずかに松並木が残

っておりゝ車の排気ガスを吸った松の木のいたいたしさが目につく。

…東に入ったところの地蔵堂の中に首切地蔵尊がありゝ享保8年（1723）

十媚新田は1天保年間（1830～44）の家数30軒で1水田が少なく貧村

ぅであったため1安政年間（1854～60）′Jl林清次郎によって用水路が開削

1され－30baにも及ぷ水田が開かれた結乳村は大いに潤ったという。

そこでゝ　この′」1二宮ともいえるノJl林清次郎の徳を顕彰した碑が街道に

・面して建ってし1る。わずかに残る松並木をみながら進むとゝ　ゆるやか

・㌔二■な登り坂となり1伊沢家貢が源頼朝の命を受け－奥州を治めるために

∴′′ご・向かう途吼愛する子どもをこの地で失ったという伝説をもつ稚児が

－．坂がある高崎製紙工場の前に至る。白沢の宿はゝ　もうすぐそこである。



④　興　禅　寺

⑧　海道新田の松並木

⑤　八坂神社の神楽

⑦　感恩報徳碑

・　＿＿．．　　　　　　－・l■　－　　－・→－・・■　　■ト■　　■　　■

亀笥磯ミ…黎還慧畿

※譲濁骨　各　い

敵像麹牒
一惑藤繁　藤　　　，呵　㌔　冬飽海

⑨　稚児が坂
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（5）日　光　街　道

日光は－　奈良時代末期1勝道上人が男体‥lに登頂して以来1信仰と修行の中心として1

関東修験の名場として繁栄した。特に1南北朝から室町期にかけて全盛期を形成し1室町

期には僧坊500を数え1所領も18万石余りになった。しかしゝ　戦国末期1豊臣秀吉のノ」1田

原城攻撃に対してゝ　日光山衆徒は北条方についたため1所領没収の憂き目にあい1一帖ゝ

衰退してしまった。

近世に入り1元利2年（1616）・4月17日1徳川家康が駿府城で没すると1翌年将軍秀忠に

より，家康の霊廟である東照社（営）が造営され1江戸幕府の神領として1手厚い保護を受

けゝ　日光へ参詣するための通が数多くつくられた。そして1幕府の五街道の一つである日

光街道が整備されると1将軍の杜参ゝ　E光例幣傾1諸大名ゝ　一般の参詣客でにぎわった。

日光街道はゝ　日本橋を起点としゝ千住1草加1雀宮1一宇都宮ゝ　循次臥　今巾などの21宿を

経て日光に至る道である。

家康の命日に東照宮で行われる大祭に将軍が参詣することが社参であり1江戸時代を通

じて19凶行われた。二代将軍秀忠の時数人の供奉を連れての簡単な参拝にはじまったがゝ

だんだん華美になり1将軍の菖と権力が絶大であることを内外に誇持するための社参にな

り華美を極め1諸人名を従えた大行列になった。将軍のこのような社参では江戸からf二l光

まで人馬が一続きになったとし1われている。しかし1杜参に莫大な費用がかかるため1幕

府の財政事情が悪くなると1代参が多くなっていった。江戸時代260年の歴史の中でゝ

2代将軍秀忠4Lロ】ゝ　3代家光10軋　4代家綱2［軋　8代吉宗ゝ10代家治112代家慶が各1

回行っただけである。

日光什参の［†程はゝ　4月13日に汀戸城を山発し1一岩磯・・．†．

i‖‖こ・1白し11511に宇都宮城に汗けL　翌16日に□北に到着しゝ

17【1に祭礼を行いゝ　翌18日に帰途に着くのが一般的であっ た0璽

天保1揖打1843：：の将甲最後の祉参である家慶のときは1宇

都宮蓮では将軍の宇都宮宿城のため幕府二から金五千両を賜りゝ

御本丸に将軍のための御殿を追っている。

このように日光街道t・ま1幕府と将軍家の聖地を結ぷ重要な

道であった。

22一

日　光1土葬の　行書量

り弓圧日【TEi泊

日光社参の行程
（『日光参詣の道』より）



日光への道（b■日光参詣の道上より）
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①　旧　日　光街道

勝道上人によって日光山が開山されて以来1全国から日光を訪れる旅人はゝ　この道を通

ったといわれている。鎌倉ゝ　南北朝1室町と席代の流れにつれて1この道路は大いに活況

を呈しゝ　周辺には館ゝ　寺院等がつくられ1下野屈指の名工守勝・▲派もこの地で鍛刀してい

る。元和元年（1615）に現存の日光街道が開通するまでは宇都宮からU光へ通じる大道とし

て大いに利用された。道路周辺には1それを物語る数多くの史跡が現存している。

ゆるやかに曲がる西根町会の道の両側にはゝ　大谷石で造られた蔵が並んでいる。他出さ

ん宅の石蔵3棟は屋根も大君石で葺いてある。

川中町会へ入るとゝ　中世の城館跡である堀の内城跡がわずかに残っており1ノJl字名も堀

の内といいゝ　屋号として1他出富雄氏宅は「堀の内（：ほんのうち）・」1入江茂氏宅は「大手（右

おて）」1入i■t利左衛門氏宅は「前大手（めあおおで）」といわれている。

④

道の西側を少し入った田の小に1大谷石でつくられた

立派な同がありゝ　中には源義繹の家臣1亀井六郎茂清の

墓といわれる石塔が二基納められている。

道を左に入ると伝法寺に続く通がある。町会は1伝法

寺にちなんで門前という名を残している。伝法寺は－　貞

和5年（1349）1清原の同慶寺や塩原妙案寺を開山した大

同妙哲禅師によって開基された。お寺の裏山の中腹には

県指定史跡・妙哲禅師の墓がある。卯塔形の墓石にはゝ

行状が亥ほれ1観応2年（1351）に建碑したことが記さ

れており1羞寺の古さを物語っている。道をもどり旧道

を北に向かうと∴鎌倉時代後期ごろから徳次郎正宗（守

勝）が盛んに鍛刀した場所があり1昭和56年記念碑が建

立された。

道を進むとゝ　共同墓地があり1この道の由緒を物語る

かのように1歴史の重みを刻み込んだ五輪塔が数多〈み

られる。

上徳次郎の宿と合流する所に1今は廃寺となった安養院

跡がある。『続徳川美紀』によると1天保14年・（1843）に突

施された12代将軍家慶の日光社参ではゝ　4JJ16［＿ll宇都

宮城をたちゝ　安養院でノJl休止している。このことからゝ

24



将乳諸大名等が休息できるくらいに立派なお寺であったことがうかがえる。

そして道はゝ　近世［†光街道と合流する。

③　伝説・亀井六郎の墓

⑤　刀工の鍛冶跡

②　紀大谷石造りの蔵

④　伝法寺山門

⑥　安養院跡

25－



②　日　光　街　道

石橋と宇都宮の境界のところに－追分と言われ旧道の姿を残

した所がある。そこから日光街道は現在の街道と平行に走って

立場まで続く。石橋との境界を出ると旧道は1民間払い下げに

より開墾され畑となっている。しかし1畑をよくみるとゝ　街道

の跡はくぼ地となってわずかに苫の面影を残している。雨が降

るとその〈ぼ地は雨水が集まり川のように流れるという。

茂原の陸上自衛隊の東側に立場という′」1字名が残っておりゝ

「立場」という屋号と「馬車屋」という屋号の家が二軒1旧街道を

はさんで並んでいる。幕末から明治の初期にかけてこの附近の

盛んな様子を示すものとして1茂原の観音堂にかけられた絵馬

がある。馬車崖で腰をかけゝ　休みをとっている人達の姿やゝ　多

くの馬の行き交う様了が描かれている。また茂原地軸ま1天

授6年（1380）ゝ　‾F野の両雄ゝ　宇都宮墓綱とノ」1山義政が壮絶な戦

いを行いゝ　基綱ら一族300余騎がことごとく討ち死にしてしま

ったという歴史が刻み込まれているところである。

新富町の牛塚古墳のある辺りは1当時松並木が続いており宿

の入口には一里塚があったようすが「日光道中図絵」に描かれて

いる。旧道の大部分は失われてしまったが1道は雀宮出張所の

西側を通り1更に雀宮中央ノ」1学校の西側を抜け1現在の4号線

と一部合流する。街道の左側には一日本陣といわれている大和田

医院や1またその先雀宮駅人口にあるゝ　脇本陣・問屋・名主を務

めた旧家である芦谷家の門構えが当時の様子を今日に伝えてい

る。

雀宮神社は－　平安時代中期1陸奥守になった藤原美方を訪ねゝ

京から奥州に旅立った妻の綾女姫は1雀宮で病死した。その後1

夫の突方も陸奥で病死したが1その癖は雀となり妻の死んだ地

に飛来した。それ以来一　村人は二人を祀り1雀宮大明神と名づ

けたという伝説をもっている。

街道の西側の青柳氏宅の入口の所に疲灰岩の石室が露出し

ている十里本古墳がある。

左に総合グランドに入る道を越え1陸上自衛隊宇都宮北駐■と
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①　くぼ地となって残る街道
・・・　－・：

③　脇本陣の古い玄関

旧道に残る地蔵尊

④　雀宮神社

⑤　雀宮宿（『日光道中図絵。より）
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ん地を西側にみて進むと台新田の神社がれ手に見えてくる。こ

のあたりまでの道の両側はかつて松並木であった。上江曽島の

一里塚は－　宇都宮の宿までゝ　あと一里の所にある。富士重工を

過ぎると不動前に至る。不動尊の前に昭和3年に建てられた道

標がある。「右ゝ奥州・日光街道ゝ左ゝ裁判所1正面∴東京に至

る」となっている。不動前から城下町南端のガード下の所まで

はゝ　宇都宮市所蔵の「宇都宮御城内外絵図」によると松並木が

描かれている。そして1ガード下の所に木戸があったことも記

されている。木戸は明六ツ（午前6時）から暮六ツ（午後6時）

までが開かれていた。

日光線のガードをくぐると「寛政の3奇人」の1人といわれ1
さ人lトう　L　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カlも　う　く人ノヾしゝ　　　りん　し⊥う

『Lし廟誌』の著者として有名な蒲生君平を顕彰した碑が建てられ

てし1る。左手に見える南新町の大ケヤキは1昔ゝ旅人が宇都宮

の‾Fに近づいたことを示すものであったのだろう。今は台陽寺

のみが残っているが－地蔵寺一　大慈院一　栄林寺一万松寺ゝ松岩

寺など多くの寺院で宇都宮の城下の入口を固めている。このこ

とにより寺院は－　城を守る一つの防御緑であることをうかがい

知ることができる。

台陽寺の入口にはゝ長い間子育て地蔵が祀られている。熱木

町には熟木不動尊があり1その昔1仕丁が歌を詠み1その歌が

万葉集に載ったことからゝ歌の橋といわれる町に続く。今でもそ

の町名にちなんだと思われる歌の湯という銭湯がありゝゆっくり

と湯につかりたいという興味をそそられる。明神社があるのは大

黒町である。道の両側には木賃宿と称する旅人痛が多くあり一夕

方になると旅人で賑わい－町並の家々での灯が遅くまでともって

いたという。蓬莱観音が祀られてし1た蓬莱町はゝ享保7年（1722）

に設置された火の見梯子があったことが高橋節子氏所蔵の『宇

陽略記』からわかる。道の左側に一向寺がありゝ国の重要文化

財である長楽寺の汗かき阿弥陀が客仏として安置されている。

応永12年（1404）宇都宮12代城主藤原満綱の銘があり1世の中

に吉凶異変があると1その前兆として身体全体から汗をかくと

いう伝説がある。報恩寺には戊辰戦争の時の官軍である薩摩1
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⑲　銅造阿弥陀如来坐像⑨　歌の橋附近
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長州1大恒諸薄の戦死者を祀った「戦死烈士之墓」があり手厚

く葬られている。道の左側の天満宮（菅原神社）では自治会で

500円の絵馬を販売しており1617個合格祈願の絵馬がかけ

られている。拝殿の扁短は1「陸軍大将正三位勲一等功二級男

爵鮫鳴重雄謹書」と書かれている。

道の左側に米兵質店を営む古い商′豪である新村氏宅がある。

蓬莱町の屈曲十字路の右側は1佐野ロの木戸があったところ

であり1一左に折れると光琳寺に突き≦】1たりゝ　壬生ゝ栃木ゝ佐野

への道となる。酒造屋ゝ油犀1質屋1紺鼠湯屋等のあった茂

破軋髪結嵐傘鼠殺鼠八百屋等の店の粥んだ挽路町を過

ぎるとゝ　材木町に「不明の御門」があり1この門は「開かずの門」

ともいい城内の武家屋敷への入口で－常に閉めきってあった／。材

木町はゝ江「時代の小ごろから女郎屋がみられ1清水屋∴汁f

犀などの遊郭が15軒ほど稚んでおり1他に駕籠屋ゝ荷鞍屋ゝ　油

屋などもありにぎやかであったといわれる。

街道と突き当たった所が新石町である。ここには1今でいう

ダンプの重量オーバ【を調べる校門所のような投出を果たす貰

日改所が設けられ荷物の毛量を検査するとともに閲所の役目も

果たした。貫目改所が日光街道で設けられたのはゝ千住楢と宇

都宮宿だけであった。右に折れると伝馬l叶となり1日光街道と

奥州街道の追い分けとなる。この所は関屋場であるため－　伝馬

が常に集散し1宇都宮で最もにぎやかな場所であった。各藩の使

者が宇都宮藩に来訪した侍に面会する対面場があり1郷村から

出てきた人々の面会所にも用いられた。

また大名ゝ幕府役人一公家1門跡など1貴人の休泊施設であ

る本陣がありゝ寛政年間（1789～ユ801〉に旅鷲尾16軒ゝノ」1間物

昆4軒ゝ　肴屋4軒1造酒屋3軒はか1いろいろな店が並びにぎ

わいをみせていた。

道は左に折れ本郷川」‾に入る。道幅4間：こ約7．3m）あり1道

の両側には貰岸ゝ　穀物屋∴軋邑　竹細工商などが並んでゝ　今で

も土蔵造りの商家が残りゝ　当時の様子をしのぶことができる。

「日光道中図絵」によると1本郷町と新口町の境には1杉が析
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⑲　本陣跡の大ケヤヰ　　　　　⑮　南から清住町通りを望む

⑲　宇都宮宿（『日光道中図絵。より）
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えられた一里塚が記されているが1今はゝ　その跡形もない。宇

都営威‾卜の出［lである新田町の宝勝寺では1恵心僧都の作と伝

えられる11限地蔵尊があり123トlの縁日には1多くの参詣者でに

ぎわう。県指定の延命地蔵菩薩をはじめゝ延命地蔵菩薩縁日著色

絵図額など多くの文化財をもつ延命院∴市指定の四天王像のある

黄葉宗の真福寺ゝ蒲生君平の墓がありゝ戊辰戦争時には官軍の

宿舎となり1会津藩が来襲して寺に放火し諸掌残らず焼土と化

してしまったがゝ　その後再建された桂林寺などのお寺が出口を

固めている。

lけ己街道は1大きな屈曲を過ぎて∴松並木の中を進むことに

なる。現在はゝ道の両側にはゝ商店が立ち並んでいる。新里道

を左にみて1戸祭の変則交差点を過ぎると1車の往来が一段と

激しくなる。宝木の地名の由来となった兎の手相の一占木がある

国立病院内を過ぎ1右手に長岡百穴への入口・を越えるとゝ左手

の少し入った所に妙吾塚がある。栃木県研修センターの少し手

前に－　汁戸から28里を示す上戸祭の一里塚がある。道のん側の

塚は半壊しているがゝ左側の塚には桧が栢えられておりゝ　目召和

58年度に一部修復整備された。釜川が流れる弁天橋を渡ると1

道は大きく曲がる。そこはゝ奥州に落ち延びた義凝のもとへ向

かう静御前がさしていた桜の杖が枝を繁らせ大木になったとい

う御前桜の伝群をもつ野沢になる。野沢の庄屋中山家を本陣に

あてた諾候が′Jl休止した時に支払った正徳5年（1715二）の休泊料

の資料が中山家に残されている。

道の左側にある光明寺の前には立場があったというゝ　農業試

験場の附近は1弥生時代の標式土器を出土したことで有名な野

沢遺跡がある。

道の西側は1案文10年（1670）宇都宮城主松平忠弘のときゝ　幕

府の命令により未開の原野を開拓してできた高野林‥足次一藤臥

二良塚ゝ悟里道などの西原10ヵ村折田830町歩であるがゝ水利

が悪く1作物の収穫もあまりなかったのでゝ　文政8年（1825）

宇都宮潅が田川からの引水を試みたが失敗したためゝ嘉永4年

；：1851）二宮尊徳によって設計され1地一元の名主岩崎長左衛門
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⑲宝勝幸の地蔵縁日

㊧　野沢（r日光道中図絵』より）
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らの努力によって土木用水が引かれ1発展した所である。

高谷林の一里塚はゝ　江√から29里（約116krn）あり1蓄の面影

をよくとどめている。近くのノJl芋3年生の女の子2人が宿題で

一生懸命巨塚にある説明板を′勺：していた。

東北自動車道のガードをくぐり1山王団地の入り口のところ

に「大谷道」と善かれた道標がたてられている。かつて∴大谷

観賞へ行く道であったが1今は廃道となりゝ　道標のみが当時の

歴史を語っている。富届ノ」1学校を過ぎると道の東側にすべて大

で建てられた金m守弘氏宅がある。東側は阿川を利用しゝ

i宋さ4m程の城跡が残る中世の徳次郎城跡である。徳次郎の地

γ．の由一来は1Fl光に人きな勢力をもっていた久次郎一族が1奈

良帖代末期に日光‾＿荒山神社かち御神体を智贅都神社に勧請し

てゝ　日光の久次郎氏に対して外久次郎と称したことによるとい

う。道の東側には本陣があり1西側には薬師堂が今でも＝光街

道に面して建てられている。同道293iナ練の手前の西側に神社

人】‾］道約5丁（約540m）・とかかれたノ」1さな道標がある。道の西

側へ入ったところに奈良時代に建立された神明官とし1うお宮が

ある。神明官の守り神として2頭のこま犬がありゝ　このこま犬

にお願いして軽く4‾ゝ‡ち上がれば願い事がかなうという。

f！．】賀都祁杜参道の入り川こあり1日光街道の移り変わりをず

っとみつめてきた樹令700咋の県指定の老ケヤキは1現代の旅

人である国道を往来する車の排気ガスを吸いながらも1神社の

‾∫＿十rさを誇示するかのようにゝ　空高くそびえている。8月1日の

晩1村の安全と五穀豊穣を祈願して－上・中・下衛火郎1門前

R叫」ゝ　西根のノⅧ」‘会から1日のさめるような彫刻をもって飾り

つけられた屋台が祉前に勢ぞろいする姿は兄事なものである。

しかし1今では日光街道の交通事情のためゝ　この祭りは3年に

1度になってしまった。

上徳次郎の宿はゝ三つの宿の項で最も‾｛い。退の西側にあっ

＝≡た安養院は，将軍の休憩などに使われたということが「［【光道

バ中図絵」の中に「御ノJl休一時」ということからわかるが今は廃

・・l寺となってしまった。
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㊧　智賀都神社の夏葵り

⑲　上徳次郎宿（『日光道中図絵』より）
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－｛し滴′家である石塚豪を通じ〕すぎるとゝ右那折の集落が道の右

側にみえてくる。塩野革へ通じる道路との分岐点に六本木の一里

塚がある。この一＿且塚は1徳次郎宿と大沢宿の間に付二置し1江）7

［1本橋からちょうど二十1巨であることをホしている。削在の要は

一部修復整備されたものである。

一一里塚の‾西側にはゝ天保11年（18頼・につくられゝすべての願い

を聞きとどけてくれるといわれる如意扁観告が旅ゆく人の安全を

祈るかのように街道を見つめている。天保14中二（1843）の12代将軍

の最後の日光祉参のときはゝ新しい惰れ姿で輝いていたことであ

ろう。歴史の重みの叫で1静かに時の推移をみつめている0

仰内地附こ街道と並ぶようにゝ削冶恨代にm川から水を引き水

力発電を子－」‾一ったところの人】］鋸がある1昭和初期まで発電を行っ

ていた電気城跡である。また川川からユー札束し，徳次郎六郷が使用

する二宮尊徳が宗成させたというポ那出堰がある。

イー郡r‾Ⅲ地区にはゝ八坂榊ヒの大王祭のときに．■】1される＿け串な彫

刻がほどこされている屋台がある。いずれも幕末から明治初期の

ものである。7月14日から24日にかけて行われ1最終日の夕方6

鷹ごろになると各部清から引き出され1石那出を練り歩き，深夜1

八坂神社境内に集合する。往和ま1日光街道が麻痺してしまうほ

どであったという。それらの屋台のあるゝ　仲内・坊村を過ぎると

まっすぐに街道が続く。

上小池の街道の両側に5m程の円墳が3基ある。道の西側に

は庚申塔がたち経び1その一角に享保15年（1730）銘のうらない仏

がある。人々がこの石仏にぬかずいて願いをかけた後ゝ台擁のと

ころにあるゝ　3偶の丸いいずれかのれを，干にして軽く感じれば

J府し1がロl－えられるという伝承がある。今は風化して原立ちははっ

きLつしないがゝ　仝身からやさしさがあふれてくる。

上ノ」1他の斯波神社の街道をはさんだ出側に直径約3ml高さ約

1．8mの一里塚がある。東側の塚は開田により破壊されてその痕

跡もみとめられないn旅人は1この－・朝霧の近くにある神社の境

lパで1疲れをいやしたのであろう。そして街道はより一隼＝北に

近づくのである。
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㊧　六本木の一里塚 ㊨　十九夜桜

⑳　上／」l池（『日光道中図絵』より）
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（4）脇　　道

¢　石　井　道

江戸時代の宇都宮城の出入「＿］の一つであった巾河原門から東部の石井に通じていた道で1

石井は，宇都宮藩の領分として明治維新まで続いた。鬼怒川を主軸とする小ノ＝や用水が潤

沢な水墨を存分に活用できる肥よくな耕地であったところから1苦からの穀倉地帯であった。

また石井河岸は鬼怒川通り七河岸の一つでゝ宇都宮藩領の江戸廻米の積出し河岸であ

り1下流の‾F桑島河岸まで1里1江戸までの里程は45里であった。元禄年間り688～1704）

には船数41を数えゝ石井道はゝ河岸への道でもあった。躊山を通り笠間に辛る道でもある

ため水戸北街道とも呼ばれた。

11河原交番の南側の細い迫を入ったところにノJlさな橋がかかっておりゝ　江戸時代巾河原

御門があった所である。猿ヶ橋桁荷が川向こうに赤い鳥居をみせている。区画整軋　洗栢

の架け替えゝ　護岸工事なとにより㌻11崎の面影はほとんど失われたが1［別r】から猿ヶ橋を経

て繭大通りに通じる通路にわずかにさ■1時の而影が残されている。猿ヶ橋は土橋であったが1

日銅l］34年コンクリート桶に架け替えられた。東北本線石井街道ガード附近に湾曲した羊■1

暗の道がわずかに残っており1その南側にはゝ月巴料店が古いたたずまいをみせている。

車の往来の激しい国道4号線を越えるとゝ宇都宮大学がみえてくる。大学の東側の郵便局

を南に折れる。道の北倶りにはゝ　宇人の敷地の北西隅にあったが大正10年に移された了一肯地

蔵または峰地蔵と呼ばれる素地蔵さんがゝ　お堂の中にどっしりと座っている。曲がった道

を東に向かって進むと1両側には民家が建ち並んでいるが1所々に畑や賂木林がみられる。

道の右手に古墳がみられる。道の左側には文政3年（1820）に建てられた道橋修覆供養碑が

あ町　更に河川橋架の大⊥事を行ったことがゝ　久部の吉沢久夫氏宅に所蔵されている記録

によってわかる。坂を‾卜ると－　新4国道が走っており1日の前に水出地帯がひらける。鬼

怒川を越えて1筑波の山並みが紺色深くみえる。新4国道を越えると道の北側に石井城跡

がある。現在は水円となり1古城内ゝ　蔵の内‥馬場先1堀の内ゝ　相営口などの地名を残す

のみである。更に進むと造り酒屋がある。下川岸に人る所に大きなケヤキの木があり1旧
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道の跡が残っており1初・′丁‾一の赤飯とシモツカレがわらのツトッコに入れられ1お稲荷さん

にあがっ・ていた。また下川岸の鬼怒川からもってきたというゝ　邪鬼をふみつけた青而金剛

やお地蔵さん　如意輪観音がみられる。そして医王寺が道の南側にある。入口のところに

はゝ　お地蔵さんがありゝ　お1の本望は東の鬼怒川に向かって建てられている。鬼怒川を運

行する船と船人の安全のためゝ秘仏の薬師如来は・▲JLりこ暗い厨子の中で祈っている。下川

岸の河填で帆かけ船の通るのをみていた人たちは1今は少なくなってしまった。

①　猿ヶ橋稲荷

④　分岐点の峰地蔵
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⑤　道橋修覆供養碑
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⑦　新4号国道附近

⑨　並ぶ石仏

⑥　豪壮な構えの農家

⑧　造り酒屋の蔵
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②　道　場　宿　道

江戸時代の宇都宮城から1東部の道場宿へ通じていた。道場宿はゝ　旧水戸街道の宿場と

して栄え－特に汀戸時代には鬼怒川の渡船場として交通上極めて重要な位置にあり1また

河岸問屋もあり相当に繁栄したところである。河岸とは1陸付けをしてきた荷物を船に積

み1船に積んできた荷物を陸へ揚げる河港のことでありゝ　街道における宿場と同様に交通

運輸の要所である。道場楕河岸は鬼怒川通り七河岸の一つで1元禄時代（1688～1704）廻船

数39ありゝ　烏山道を陸送された黒羽藩や鳥山藩の廻米の積出しが行われた。

慶長3年（1598）蒲生氏が会梓若松から宇都宮に転封になったときゝ　日野の商人が一緒に

移り住んだ日野町通りを過ぎゝ　大町通りに入ると道の左側に市指定の「おしどり塚」がある。

押切橋を渡ると石蔵のある古い商家である笹屋がある。八日市場通りの突きあたりの屈

曲を越えるとゝ　林松寺の北側に出る。東北新幹線の開通によりゝ「あかずの踏み切り」は取

りはずされ1今は道場宿道は寸断されている。

国道4iナ線を越えると1道の北側に竹林がうっそうと茂りゝ　石蔵が旧家であることを語

ってくれる海賀さんの家がある。新柳田街道を横切り1「水戸道下」というノ」1字名が残って

いる所を通り－　産業道路を越えるとゝ　道は旧道の面影を増してくる。立派な長屋門づくり

の家をみて1たつ衝．道を越えるとゝ　北原の集落のはずれの川の土手に‥馬頭観音がある。

町は街道に面して立派な門構えの家が建ち並んでおり1その中に造り酒屋がある。鬼怒

の清らかな水と地元の米を用いゝ作られる酒は日本の名酒の－1一つに数えられている。

鬼怒の堤防に向かって進むとかやぶき屋根の農家が点在してみられる。「大イチョウのあ

る所の薬師堂には110何年か前までは1鋼でつくられたお釈迦接があり盛大に信仰されて

いたがゝ　いつのまにか持ち去られてしまった」と道で逢った婦人は－　残念がっていた。鬼

怒の堤防に上がるとゝ　対岸に道場宿がみえる。かつてはゝ　木の栢がかかっていたというが1

今はゝ上流に近代的な柳出大橋がかかっておりゝ夜中でも1照明が橋を照らしている。

鬼怒川を越えると－　田のqlに神社の鳥居があり1お堂の中にお地蔵さんが祀られている。

道場宿にはゝ　かつて河岸で栄えた様子を残す旧家が何軒か残っており1当時をしのばせ
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てくれる。道場枯のゆるやかな坂をのぽると北側に鉄仏のある人乗寺がある。■占い人谷石

でつくられた高台にある神社は，八坂神社である。南に折れ旧道を行くと．．石憧六地蔵や

【l本の歴史を大きく揺り動かす事什のあった年号である力‘延元年（1860）が刻まれている馬

頭観音がある。坂道をさらに登ると1道場宿を一望に見渡せる場所になる。そこに「享保

5康子ゝ　3月」と刻まれたお地蔵さんが村人の平和な暮らしと遠く鬼怒川を走る船の安全

を祈るかのように1静かに座っている。

清原廿央′Jl学校の北側を通りゝ清原工業団地入L＿lの交差点に1安永8年（1779）に建立さ

れた道標がある，脇の細い通が烏山から江戸に送られる廻米が運ばれた憩っまり烏山に

＃る烏L山道である。

①　八日市場附近



③　馬頭観音

⑤　鬼怒川岸への道

⑦　高台の地蔵尊

④　立派な門構えの農家

⑥　道場宿の屋並

⑧　刈沼の道標

－43－



③　真　岡　道

江戸時代の宇都宮城から東部の真岡に通じていた道である。真岡は鎌倉初期の文治年間

（1185～90）に宇都宮氏の家臣1清原高親が居城して芳賀氏と称し－　附近一帯を統治し一宇

都宮と密接に往来した道でもあった。また鬼怒川の河岸に続く道としても重要な遺であっ

た。道路は拡張され1古い面影を残しているところは少なくなった。鬼怒大桶の完成に伴

い－　真岡道としての使命は失われつつある。

東北木綿ガードをくぐり抜けると道はゆるやかに左石に曲がりゝ

国道4号バイパスを横断しゝ　左斜めに入るとゝ　吉沢∴郎氏所有の

板張り倉がわずかに当時の面影を残している。平松本町地内には十

九夜塔がお堂の小こ並んでいる。

平松本l町のカープした坂を上るとゝ10数年前までは山林であっ

たが現在はゝ　遺の両側に人家1商店が並んでいる。三豊製作所を

過ぎると右に折れる道がある。威厳寺へ参詣するために利用され

た成願寺鹿である。

卸売団地の入l】から宇都宮東高等学校の間はくぼ地になってお

り1学校ができた約20年前のころまでは雑木林が続いてかつゝ　こ

のあたりは追いはぎが出て－　旅人を困らせたという言い伝えが残

されている。

新4号バイパスを超えると1遺の右側やや離れたところに前方

後日墳1円墳と縄文遺跡を含む柿の木遺跡がある。

新宿の道の北側に旅芸人や富山の薬売りなどの行商人を泊めた

「かどや旅館」が20数年前まであったが時の流れの中で姿を消し

てしまった。かどや旅館の隣には－鬼怒の清流を使用した造り酒

屋があった。



∴●

たつ街道との分岐点のところにゝ　お地蔵さんがゝ　はこりにまみ

れてもゝ　必死で人々の安全を願って立ち続けている。

畑中の村はずれにあるお地蔵きんに別れを告げるとゝ　鬼怒川に

かかる木橋の童楽橋である。鬼怒川が洪水になるとよく流された

橋である。橋を渡ると真岡の石法寺に入る。

②　道沿いに見える板倉　　　③　平松本町の地蔵尊

④　鬼怒川にかかる喜楽橋
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④　上　三　jll道－1

鎌倉時代跡軋宇都宮五代城主栢綱の十和業が居城した宇都宮凝下の南部＿1二三川に通じ

る道で1風雲急を告げる室町期から戦国期にかけてはゝ上三川の他においても激戦が練り

瓜プられたため1宇都宮と上∴川の間の軍勢往来は1激しいものがありゝ軍事的性格の強

い道路であったと思われる。

江7「時代から目召和初期ごろまでは1宇都宮から卜三川間の交通蹄として卓要祝されゝ　庶

民の生活路としての道であった。江戸時代の末ごろ1この街道の西方約5krnの所に1Jl光

街道がこの道に平行に走っており1大名行列等が行われた表の道であったのに対しゝ歴史の

表面に出ない脱藩浪士たちの歩いた道であったと語られている。

旭中′－ア：佼の西側の一方通行の道を不軌前に向かって登り1東に

折れるとl□奥州街道の道筋と一部屋復する。簗瀬橋のL二に乗ると

左手に大ケヤキがみえゝ　大きな瓦の尾根が人家の小にひときわ大

きくみえる。

建久3年（1192）源頼朝が鎌倉に幕府を開いた年に創建された天

台宗の光徳寺である。寺の手前を南に進むとゝ　東北本線の踊み切

りになる。左手は1L十」央卸売市場1右手遠力‾の丘陵は∴工戸時代ゝ

御山屋敷があったといわれるところである。

国道を越えてしばらく行くと1市の終末処理場の近くの運動公

①　大城内への道
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闊の東側の道が改修されているが1これが上三川道である。南

に向かって進むと東側に煙突の煙が高く登っている丁甘の清掃＿＿r二場

があり1西側はゝ　ことぷき会館である。下屋板の道に画して建つ

立派な長屋門のある家を過ぎ1所々に雑木林を残すmや畑の申を

進むと1中島の桜田占墳が回りを削られて－　いたいたしい姿を残

している。道の西側の森は東谷神社でありゝ　目の前はゝ笹塚1双

子塚ホ墳をはじめゝ大きな古墳が密集している古代の文化の花開

いた東谷地区でありゝ上三川に続く。

②　畑の中の道

萄転
③　ぉ嘩子発祥の中島神社

④　森の中の東苓神社
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④　上　三　川　道－2

瑞穂野地臥1芋茎鳥町畑中から上三川町旧本郷村に通じる本道は1上三川の多功城と1
た　こう

刑部軋桑島軋石井尤軋平出城に通じる街道の一部で1中世において人馬ともに往来の

激しかった道で，今も屈曲した｛通が農道として使用されている。

下桑島の畑中で真岡迫と分かれ1宮修墳墓を遺の東側にみてゝ出のヰの農道を進むと前

田内の火の見櫓が見えてくる。文政6年（1823）に建立された前田内の観音堂が町内の約10

年間にわたる貯蓄で修理されたことは地区の人々の信仰のあつさを物語っている。また道

の東側には∴地蔵をばじめゝ正徳4年（1714）・の如意輪観音が道に面して建っている。

宇都宮頼綱の子孫が居城した中世の館跡である刑部城がゝ土

塁および堀跡をわずかに残している。館の西側の墓地のノ」1さな

お堂に1文化5年（1808）の銘をもつ鰐口がかけられている。塀

の内の田中公民館の前を通りゝ車一台がやっと通れるような農

道を進むとゝ集落の入口にかやぷき屋根の薬師堂がTlTし1姿を残

して建てられてか〕1東木代田の集落がみえる。集落のうしろ

には1紺色をした筑波の山並みがくっきりと姿をみせている。

お堂の前には1「江戸源門高橋石屋勘兵衛」の銘のある宝筐El」

塔やゝ正徳5年の11月19日と12月19日に作られた如意輪観音が

仲良く並んでいる。

道は乗木代町の集落の中を進み1消防／Jl屋の前を通りゝ雪を

かぶった日光連山をながめながら進むと1上三川に入る。

①　前田内の石仏群
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⑤　鹿　沼　道－1

「宇都島劇痛内外絵図」によると，鹿沼街道は「鹿沼道」と善かれておりゝE光街道の材

木町から西に続く道である。中世の鹿沼は1宇都宮氏と対立し宇都宮氏に鹿沼に攻め入ら

れ町rl「を焼かれるということもあり1この道は中世の戦乱期の道でもあった。また近世に

おいては1＝光に最も近接する町で，例幣イ史街道の宿場町である鹿沼と宇都宮を結ぷ道と

してまた商一甘■の交易の道として大いに利用された。

廿光祐題の材木l町を西に折れゝ材木横町と呼ばれた道を入るとゝ　今から約800年前に創

建された名刹である観専寺に1－】1る。観専寺は寺宝も多く11宇都宮の文化財の宝庫′′といわ

れ1池大雅ゝ　谷文晃1高久詣ノー王の絵画をはじめとして1幕末の多くの資料がありゝ指碇の

文化財は62件を数える。旧道の面影を残す街並みの中を西に進み新川を渡りゝ更に行〈と

栃木街道との交差点の所に肥料店を営む古い商家がある。

鶴田橋を洩るとゝ　羽黒山のふもとに1「七つの了▲」「古い眼の人形」「赤い靴」などの歌

を作った野［＿］雨情のl口屏がありゝ　遭の北側には「あの町　この町　Elが暮れる　日が暮れ

る　今きたこの道　帰りやんせ　帰りやんせ」と書かれた雨情の歌碑がある。どこからと

もなくゝ　風の音に乗って童謡が響いてくるような雰囲気をもつところである。羽黒山に登

ると遠く男体山ゝ高原山の山並みがみえ－東をみれば鬼怒川のかなたに雨情のふるさとの‥【ゝ

筑波山がくっきりとうかんで〈る。

出羽三］＿」の羽黒山の名称を付した市内唯一の神社である羽黒神社ではゝ　古くから梵天を

奉納する祭りが行われてぉりゝ　毎年11月23日には祭り雅子を朝早くから響かせている。神

祉の境内では1動から屋台が並び∴　ゆずや菓子が売られる。本殿では1商売繁昌の種子銭

としてお金を借りゝ　翌年には倍にして返すということも行われている。

ゆるやかな坂を‾F■るとゝ　城山から大君石を鶴出駅まで運んだかつてのトロ通が交差点の

北側に－一直糸鋸こみえる。

姿川を越え－　長坂のrR道を過りゝ　高速道路を越えると1道の南側に縄文時代の遺跡があ

り1さらに行くとゝ　筒花高塚群があり1約10mはどの塚が3基南北に並んでいる。鹿沼は

目の前である。
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こ一

①　観香寺前の通り ②　観専寺山門　　　　③　観善幸の道標

④　雨情歌碑　通りゃんせ ⑤　羽黒山の梵天

⑥　トロ追跡
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（9　鹿　沼　道－2

江戸時代の宇都宮城の出入口の一つであった佐野道と六道のえん魔望まで同じ道を通り

掛乱楠木粟野方面に通じていた道で1鹿沼道1粟野遺と呼ばれたが1宇都宮に向かっ

てはゝ宇都宮道ゝ胃道と呼ばれた。＿11欠町の一一本仏から鹿沼道と粟野道に分岐しておりゝ

「鹿沼道上」1「鹿沼逗下」のノド字名を残している。

天保14年（1843）の宇都宮古園によるとえん魔堂からの出口はゝ鶴田道となっており1えん

魔堂の南側の道を西に向かう。竃⊥見小学校を右に見て1坂をくだると1道の左側に大正

席代に建てられた如意輪観音がありゝ右に折れると旧道となる。円の中に高罵神社の大き

なケヤキがみえてくる。境内にi・ま1文久4年（1864）の男鷹山の石塔がある。羽黒下を南北

に走る道を越えると右側に豪荘な手γ屋根の黒崎家の長屋門が南に而して建っている。鳩仕

沼への入口を右手に見てそば屋さんの所のバイパスを越えると1章一台がやっと通れる細

い農道となる。道に面して古いかやぷき屋根がどっしりと歴史の黄みを伝えている。砥＿l二

の公民館の北側竹やぶの道を人るとやはりあぜ道のような農道が続く。適の南側に「■卜街

道」という′Jl字名が残っている。／」‘側には】l光連11【がくっきりと浮かんでかつ1左側には

市の第二霊園を建㍊している丘陵が所々山肌を表わしている。楠木街道を越えた所から一

部廃道となりゝ　婁川を渡り1「光線の踏み場丹〕の手前をんに折れ1宝林寺ゝ　星の宮神社に

出る。高石にある神社の二匹のこま火は1下を通る村人を守るかのように見下ろしている。

コツン1コツンという告が北風に乗って響いてくる。村のお年寄りたちが集まっそ毎日の

ように1ゲートボールを行っている－けである。

日光線を越え1坂を登ると一本仏に出る。「右1康子召街道1左1粟野街道」の分岐になり1

最近建てられた粟野街道改良工事記念碑がある。右に折れるとゝ古賀志の山並みが濃い青

色を空に突き川しておりゝ　遺の両側に「鹿沼道上」・「鹿沼道下」の小字名が残っている。路

侠にはゝ　まさに朽ち落ちん左している馬頭観音と如意輪観音がひっそりとしている。バイ

パスを越えると1日道の面影をよく残した道になり111光線が走っている。線路を越えると

鹿沼に入る。

－－■
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一本仏を左に折れると粟野道で1最近の改修で道は良くな乙つゝ　坂をくだり楠木街道を越

えると下探津1粟野へと続く。

①　如意輪観音が立つ旧道入口

－・・－－－

③　カヤ葺き屋根の農家

②　石屋根の長屋門

⑥　並ぶ石仏
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⑦　山ぎわの道



⑤　鹿　沼　道－3

宇都宮から鹿沼に通じる旧道でゝ　鎌倉時代から明治中ごろまでは1人馬ともども往来しゝ

現在も生活道として地域の人々に使われている道である。この道の由緒を物語るかのよう

に1沿道には1寺院ゝ　神社ゝ　城跡1石碑一　言代の遺跡1古い民家などが多くみられる。

大谷道1国立療養所前の道を左に折れ民′家の中を進み高速道路を越えるとゝ宇都宮城か

ら多気城まで行き来する人はすべて馬や籠から降りて寺の前だけ歩いたという言い伝えの

あるゝ　能満寺である。

能満寺のすぐ西の鎧川と姿川の間には－　土塁が30m程残っている中城がある。中城は多

気城の支城で1南の北原城と北の多気城の中間に位置していたのでこの名がついたと言わ

れている。中城の前の道を更に西に行くと大き〈右に折れるY字路になる。そこには－長

し1風雪のため文字の消えてしまった石塔が二立っている。

姿川を渡り1戸室山に向かうと－石切り場が見えてくる。戸室山の鳥屈の前に出る。戸

室山はゝ奥州平定をした源頼義が宇都宮初代城主の宗門に命じて神社を設立したという伝

説をもつ由緒ある神社である。鳥居をくぐり大谷石の長い階段を登ると1二匹のこま犬が

向かえてくれる。更に登ると神楽殿があり1かつては神楽が演じられ－　多くの見物客でに
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ぎわったという。この戸室山にはゝ　弘法大師が一晩に百穴を折ったという詰も残されてい

る。

戸室山をまくようにしてゝ　日当たりの良い南斜面の道を進むとゝ古代の遺跡が密集して

いる所に出る。城山中学校の南の道を通町　天1原に向かうこの高台にもやはり1古代追

跡が数多く見られる。7】‘手にはゝ　多気の山がゝ　どっしりとそびえている。

③　中　城　跡

⑥　戸室山神社の石段
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④　大谷石の石塔

⑦　林の中の道



⑥　佐　野　逼

佐野遺はゝ　茂豊l「けの東端を佐野「］としてゝ　旧西原佐野街道冊から六道に圭り南に進みゝ

t生・栃木を経て佐野に辛る交易の街道であるがゝ　普通ゝ　佐野道というと佐野□から西原

佐野街道そして六道に至る間を指し1∴退から南は一般に栃木街道といっている。現在は1

桜通町交差点から県立中央公園前の広い道が栃木街道になっていて」R栃木街道は滝谷町

交差点で断ちきられてしまっている。

城下町特有の加曲のあるゝ蓬莱町交差点の佐野口を西に進み光琳寺

前を鍵型に折れ突きあたりを左に曲がると1中村肥料店をはじめ占い

商家が並んでいる。道の西側にえん魔質がありゝ弘法大師がこの地を

訪れた時ゝ　ここに草庵を結んで1丈8寸の行基作のえん魔像を安置し

たという伝説がある。六道の辻というのは1かつて六つの辻に分かれ

ていたことによるという。この地は1戌辰の役に

おける激戦地であり1会津そのほか幕府軍の戦死
まし1モう　　　　　　　　　　　　■しJ〉えき　せノし　し　ば

者を埋葬した「戌后役戦死墓」の稗が建てられて

いる。『宇陽略記』によるとゝ　六道からは人平山の

かなたに富士山がくっきりと浮かんで描かれてい

る。

新川に沿って滝谷町交差点までいくと道はきれ

てしまう。滝尾神社は一般に滝の権現といわれ1

首は老樹がうっそうと繁る境内に1「滝の泉」と称

する清水が湧出しゝ　宇都宮七水の一つとしてゝ旅

人の懲の場所になっていた。

交差点を南にさがり1軌rlmの人省石の塀の小

に旧家が続く。その中に型挽蛇腹という珍らしい

化粧を施した白壁の⊥蔵がある荒川さんの家も旧

家の一つである。

姿川第一ノ」1学校の校庭には1市指定のフジの花

があり15月には見事な香りを漂わせてし1る。

帯出のl□道に入ると三叉路になっており1東に

折れると安産稲荷への遺となる。

戌辰の役4月21・22日の両Rの安塚合俄におけ

る轟府兵大鳥軍の戦没者を合祀したもので碑面に

－56－



「戦士死十七名望」と善かれている。

また近くにある樋口城は鎌倉拇代に宇都宮頼網の一族である樋口主計頭が居城しゝ　天止

2年（1574）に武田勝頼の軍勢が下野に攻め入りゝ宇部′畠氏と対立したとき1樋上＿」主計頭の

後えいは1先陣をきって＿奮戦したがついに帰ることばなかった。それ以後ゝ城は歴史の流

れの中で再び生き返ることばなかった。現在1増山民江氏他の屋敷地となっておりゝ「御

城」・「中城」などの地名を残している。

また寛政6年（1794）に幕円河岸が開設された跡がみられる。姿川を越えると壬生町に入

る。

①　光　琳　寺

②　趣のある商家

③　六道の辻
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（彰　えん魔堂の大ケヤキ

⑤　滝の権現



⑥　長　屋　門 ⑦　姿川第【′」ゝ学校のフジ

⑲　古書にみえる六道からの景観（り「宇陽暗記．qより）
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⑦　駒　生　道

宇都宮氏が駒（馬）を飼育したことが1町名の由来となり1江戸の天保年間（1830～44）に

は25軒の家がありゝ　この駒生と宇都宮の桂林寺を結ぷ道を駒生道といい1大谷方面の人は

宮道と呼んだ。

古きl－］の駒生道はゝ　ほとんどが道幅狭い山道で1人家も棉な寂しい道筋であった。

桂林寺前の交差点を西に向かし1ゝ城下町特有の屈曲したノ」1幡町の道筋を通り1桜通りを

越え1遠歓寺境内に室町時代末期の艮訓和尚の方形の高塚がある。それが地名の由来とな

った和尚塚を過ぎ1宇都宮女子商業高等学校の東側を通り－　カワチ薬品の北側の細い道を

∴●
更に西に進む。所々に点在する雑木林が1昔の姿をしのばせてくれる。

宅地造成の進む宝木小学校東側を通り1国立宇都宮療養所北側憧

過ぎ1山崎街道を越え1東北自動車道をくぐると－駒生の外和田に

深い堀を巡らせたところがありゝ所有者の細谷邦夫氏の先祖は宇都

宮藩の御殿医をしていたという。更に進むと1子育て地蔵尊が示巳ら

れている瓦作の十字路に至る。

・】一－　　　　　　l・

－1㌔恵三㌔」て′密雲さ蔓

③　分岐点の子育地蔵
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⑧　文　挟　道

大谷と今市の例幣便街道の走る文挟を結ぷ道は1文挟道と呼ばれ－信仰の山である多気

山古賀志山のしl」すそを通る道で1今市の例幣便街道を通る旅人が大谷に向かった道でも

ある。このことを物語るものの一つとして1文挟道と例幣使街道の分岐点には「右1鹿沼ゝ

左ゝ大谷」と善かれた道標がある。

同道293号線を右手にみて少し行くとゝ多気山への登山口が右手にある0更に行くとや

はり右手に森林公園入口がありゝ左手は木喰上人が薬師如来など15体の仏像を刻んだ栃窪

への道である。赤川の少し手前は道の分岐になっており一道標を兼ねた馬頭観音が建って

いる。川を渡ると右手に岩肌を鋭く表わした古賀志山が迫ってくる。坂を登りつめたところ

に薬師堂がありゝ石でつくられた薬壷をもった薬師如来が安置されている。更に進むと日枝

神社がありゝ石の鳥居をくぐりゝ大谷石の階段を登ると厳島神社の鳥居と同じ形をした四

脚の控柱のついた両部鳥居がある。県立盲学校入口を左手にみるあたりになると古賀志の

山は一一段と大きく－岩肌をはっきりとさせてくる0久保の集落の中に薬師堂があり1羞堂の

前には馬頭観乱如意輪観乱地蔵乳馬力札宝餞印塔などの多くの石仏が並び－村人の

信仰の厚さを物語っている。お堂の中の薬師如来は厨子の中に入り姿をみせてはくれない0

道の右側に立派な門構えの家がありゝ裏山は木でうっそうとしている。高久露座の画幅

のある北傑キヨさん宅である。

城山西′」1学校に入る道はゝ標高538mの古賀志山への登山の道でもある。御岳山からの

展望はよく－日光那須連山の雄荘な山岳美がみられ1古賀志山にはゝ大日乱滝権現な

との修験の遺跡がみられ1山の歴史の古さを物語っている。城山西ノ」1学校の校庭には1か

って古賀志山中に建てられていた1安政4年（1857）建碑の芭蕉の句碑「語られぬ　湯殿に

ぬらす　快かな」がある。また校庭の中央にある桜の木はゝ市指定の文化財になっておりゝ

樹令約400年の老木であり1「孝子桜」と呼ばれている。更に文挟に向かって進むとゝ道の左

側に道標がやや倒れかかって立っている。「右1日光道　左1八幡台」と善かれている0古

賀志の山すそをまくように進むと今市市との境になるD
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④　城山西小学校のシグレサクラ
⑤　芭蕉句碑
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⑨　新　里　道

桂林寺前を通り日光街道と同じ道を1km程行くと－上戸祭の変則交差点の少し手前に斜

め左に入る通がある。これが新里道である。この道はゝ宇都宮一今市大沢を結ぷ道でゝ

鞍掛峠が境をなす。そしてその境には大きな道祖尊がある。またこの街道はゝ国木の交通

1二の脊髄をなすとともに日光街道の間道としても利用された。

日光街道を左折し1少し進むと・ゝ　国道119号線の日光街道と

交差する。更に進み宝木用水（新川）沿いの宇都宮中央女子高

等学校の西側の道を北上し一　高遠道路を越えると道の左側に勝

善神がある。更に進むと国本中央ノJl学校前の交差点に出る。

岩本観音方面と岩原に向かう道と三方向に分かれる。細谷ゝ　悟

里道一　仁良塚と進んできた道の両側の円は1長い間ゝ　水の便が

悪く作物の収穫がままならなかったがゝ　幕末に二宮尊徳によっ

て設計され－　地元の名主岩崎長左衛門らの努力によってゝ　宝木

用水が引かれ発展した所である。

田本中学校を越えると1字名が大堀とし1う所になる。大堀に

は1中世の城館跡で深く堀の回った家が2軒ある。

少し行くとゝ道の左側の共同墓地の所に庚申塚が数韮みられ

る。国道293号線と合わさり吏に進むと港内集落がありゝ　カー

プを曲がるところに文政3年（1820）の如意輪観音が道に面し

①　仁長塚の分岐点
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て建っている。更に進み姿川に沿ってゆるやかな道を登ってい

くとゝ橘くぐり地蔵堂の前に出る。はしかにかかった者に堂の

前の橋をくぐらせるとゝ　はしかが治るということが伝えられて

いる。

栗谷沢ダムを越え1曲がりくねった道を登ってい〈と鞍掛峠

に出る。そこから先は今市になる。その峠に天保元年（1830）の

遺祖尊がある。旅人の目印として1そして1村境としてこの道

姐尊は多くの人々の往来をみつめてきた。

②　路傍の石仏

（カ

ズ／ア
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⑲　大　綱　這

「倭一名頸喪妙」にゝ古代の卜野の郡名や地名がでているが－そのなかに河内郡10郷名とし

て刑部（右さかべ）ゝ大績（おおみ∴池辺（いけのペ）等があり1篠井ゝ大網一帯を指した

「人績」がし1つか「人絹」になったとされている。池辺と呼ばれた宇都宮とともに∴・＝J内

郡北方の代表地として栄えた山緒ある所である。この道はそのころ誕生したといわれてい

る。東方11＿I麓の道として1南は田原1豊郷方面から1北は篠井一　今市を経て日光へ通じる

竜要な道路であったと考えられる。現在1大網及び篠井地内は道路改修工事により拡張整

備され苦の面影が失われつつあるが1上横倉地内は新たに新通

が出来1田川べりにわずかに昔の名残をとどめている部分がみら

れる。

羽畏新道を入り1縄文席代の遺跡である岡乎遺跡と新田義盛鮎

跡をすぎ，大網に向かって山すその道を少し行くと石イ勅こ新円氏

の守り神といわれる比沙門神社がある。長い階段を登る途中のん

側に3基の庚申塔があり1文政3年（1820）と安政7年・：1860）に建

てられた。

更に登ると1大きな岩がありゝ　雨露をさけることができるよう

に突き出している。苫1宿のない旅人はこの岩陰で一夜の宿をと

ったのかもしれない。

石の階段をもどり田川に沿って更に進むと大網の集落がみえ

てくる。大純はゝ　高射山∴ゝll主い‾山のふところに抱かれた歴史ある

所だ。高麗神社の境卜如こは‥鳥居の役臼を果たし神社の取史を物

語る太し12本のスギがあったが1何年か前ゝ　落雷により1塞失っ

てしまった。道に向かい1ふっくらとおだやかな而＿‾1ンニちをした女】l

意輪観音とゝ　今にも朽ちはてようとしているが村人の安全を必死

で祈る姿の上し；頭観肯がある。

‾卜篠井に入るとかやぶき屋根の農家が裏に山をかかえどっしり

と建っているのがみられる。遺が人きくイ（に曲がる凧こ薬師堂が

ある。‾占い五輪塔が右堂の片すみに寄せられて1ひっそりと時を

過している。江戸時代の末ごろに善かれたと伝えられる篠井の古

地図にはゝ　この薬師堂が描かれている。そして篠非道と合流する。
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①　此沙門神社

④　馬頭観音

②　庚申供養塔 ③　大網入口にある道祖神

⑥　薬　師　堂
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但）篠　井　道

悶

近世以前のl‾】光街道は1‾しl＿「い商家である石塚昂より人り1

巾指定天然記念物のコウヤマキのあるところを左折して1下

′N也を通り日光に向かったという説もある。篠井道は1幕末の

動乱期に入るlとゝ水戸膚の尊王擾夷派の浪士たちが起こした

天狗党の乱の時にゝ今折の／Jl林から篠井を通り新里へと抜け

た道であったといわれている。

中の往来の激しい日光街道を古い商家である石塚屋を右折

し曲がりくねった道を少し行くとnl川の橋に出る。橋を渡り

ヵープを仙がり終えたところに『倭名類東砂』においてゝ河

内卜郷の一つに数えられている大網に続く道と合流する。

今はほとんど歩かれなくなった山際の道を行くと1市指定

天然記念物のコウヤマキがある。しばらく行くと下篠井の畑

の小こ風化した石塔が建っている。この塔は1日光東照宮の

金看板を盗んだ疑いをかけられ1無実の罪で殺されたといわ

れる茅勘助の供養塔である。

貞吉宗の寺である東侮寺の入口に供養塔が集まっている所

をまくようにして旧道の跡がみられる。この道の由緒を物語

るように1正徳2年（：1712）の年号をもつ庚申塔がみられる。

東海寺はゝ寺伝によると「室町時代の末ごろ1水f‾丁城主佐竹侯

が鷹の金111奉行に命じ篠井息1＿憧開発させたとき堂宇を建立

して古けを水戸の‾軒梅村に因み東泡寺を号した」という。

榛名山（ガンガラ山）は日嗣口30年代の∫11ごろまで採掠がおこ

なわれてぉりゝ坑夫たちによって歌われていた市指定無形文

化財の「篠井の金掘唄」が今Eまで歌い継がれている。また

「徳次郎」の地平．の起源を明らかにする篠井神岡がある。

道をもど町∴東海寺入口から」とに進むと1道の右側に石の

ir司に入った子市地蔵があり1この地蔵が動くと村では火事な

どの異変が起きるという。

そしてゆるやかな通を登りつめて行くと塩野室に至る。
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①　コウヤマキ ②　茅勘助の供養塔

④　東　海　寺

」＿㌔ニー＿＿．　＿　㌔　　　．」

⑥　子育地裁

③　正徳2年の庚申塔

⑤　篠井の金掘唄
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⑦　古地図にみられる上篠井附近
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（珍羽　黒　道－1

徳次郎地内を東腑こ横断する幹線

で1現存は氏家ゝ　鹿沼繰として二立派

な近代整備の直線的な街道になって

いるが以前は屈曲した遺であった。

口光街道を進んできてゝ　徳次郎から

羽黒方面へ行く人はほとんどこの道

を利用した。

西根の町内をぬけ－　多くの提灯にゆれる徳次郎西根の屋台が智賀都神社に向かう拝引こ使

う屋台道と呼ばれている道を通りゝ宝木用水を渡り1薬師堂へと向かう。お堂は日光街

道を入口としている。多くの旅人の行きかう日光街道でゝ徳次郎に楢をとった旅人が早立

ちの仕度を終え一朝もやの項1旅の安全を祈りお参りしたこともあったであろう。お堂の

近くには1すばらしい出来ばえの石仏が並んでおり1近くから集めたという。

文化元年（1804）につくられた道標を兼ねた馬頭観音はゝ台座を加えて2．3mほどあり悪

をにらむ激怒した姿をしている。中央の台座の正面に一頭の馬が陽刻されゝ右側面には－

「右　Ll」道1左　氏家・白沢道」とある。元は徳次郎城跡の麓にあったといわれる。また

高さ約2mの宝塔造りの六面l瞳六地蔵は享保16年（1731）につくられ二百数十年の風霜に耐

え形もよく残っている。

お堂の北側を通りゝ　日光街道を越えると1右手にこんもりした林がある。中世域館跡の

徳次郎城である。徳次郎城は一宇都営城　∴
くに

の北方の守りとして宇都胃第22代城主国

綱の家臣徳次郎呂信の居城といわれてお

り1慶長2年（1597）宇都宮家滅亡ととも

に廃城になったと伝えられている。現在

の遺構は1内堀1外堀とそれに伴う十塁

が現存している。

道を左におれた右側の山林の中に古墳

が4基みられる。左側には1大ケヤキが

ありゝ　坂を下ると羽黒に向かう新道と出

合う。

憲£プ象£叢㌔意
率拳簸慣　　　熟遠く触象登卿尊敬払泌，′

肇　容　態

①　宝木用水
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②　薬　師　堂

③　石　仏　群

⑤　徳次郎城の堀跡

④　薬師堂前の道標

⑥　御城田古墳
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⑲　羽　黒　道－2

日光街道と奥州街道の問に挟まれ一　言来ゝ　宇都宮から北へ通じる主要街道である。この

道の一部は1源義家公が奥Jl卜【の安部氏平定のために向かった道とかゝ　治承4年（1180）源帰

朝挙兵の報を受けた弟義経が兄の待つ鎌倉へ駆け参じた道とかいう伝説をもっている。ま

た上河内村の北部にある康平年間（1058～1064）に創建されたといわれる羽黒山神社が近世ゝ

宇都胃城主奥平家をはじめとして代々の城主の崇敬があつかったこととともに修験の道場

として1また近郷近在の人々が集まる梵天祭の場として多くの人々が参詣した道として今

日まで至っている。

マスキンの前の北へ行く道は赤門通りと呼ばれている。安永7

年（1778）1枝源五郎によって慈光寺に高さ約15mの仁王門が建て

られた。この門が赤門と呼ばれた。

塙m交番頂の蛇行した道を左に八幡山を見ながら北に進むと1

山本町に出る。山本町から岩日町にかけては道路の大幅な改修が

行われて苦の面影が失われてしまった。山本にはゝ　江戸時代の作
よせ　ぎ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　普人はく　　　　　　　　　し上うかん　廿　一山んIf　さつ

で寄木造りの山本観育と呼ばれる金箔を塗った聖観世音菩薩立像

がありゝ　古くから近郷の人々の信仰を集めている。

岩曽から旧道を通り堀米に入る。堀米は江戸時代1瓦谷一　関沢

とともに二荒山神社の御神領の一つでありゝ神社の祭礼にゝ　田楽

舞を奉納したり1流鏑捌こ参画するなど種々の神事に携わってい

る。また堀米はゝ　埋め墓と参り墓の両

方をもつ両墓制の習俗をもっている。

安政年間（1854～1858）1この地で国

学者梅園春男は私塾を開き－　子弟の教

育に当たり多くの人材を世に送った。

旧道を通り1豊郷中央′Jl学校の西側

を通る。ここは明治年間に村役場が着

かれ1村の中心地となり1公的機関が

集中していた。

④　　　　関堀（旧関沢）ではゝ源義家公にちな

む伝説をもつ獅子舞が毎年8月のお盆

に奉納されてし1る。
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1月5日に－岩本地内の道を通るとゝ　どこからともなく太鼓の音が響いて〈る。平野神

社でゝ　瓦谷の神楽保存会の人々によって太々神楽が奉納されているのである。

岩本町の北山霊園にはゝ市指定史跡の北山古墳群がある。北山古墳群とはゝ　宮下古墳－
ちし・でんてノま　　　　　　　ニノし1十人やよ　　　　　　　　　　　　　　よこあなしきせきしつ

雷電山古風権現山古墳の3基の横穴式石室をもち16世紀末から7世紀代に築かれたと

推定される前方後円墳と1その周辺に点在するノ」ゝ円墳の総称である。古代のこの地の支配

一首である埋葬者はこの丘陵の高台から自分の治めた村を見下ろし－人々の平和と豊かな暮

らしを祈っていたことであろう。

北山霊園墓地のすそを通る旧道を更に進むとゝ道の左側の中腹に赤い鳥居がみえる。

階段を登ると岩穴の中に神社が祀られている。雨の神様を祀る高雷神社である。

】R道の出口は′」1さな墓地になっている。岩本を出てゝ田抑こ入るとゝ水車がゆっくりと

l口」っている。

①　慈　光　寺

③　堀米の田楽舞
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⑥　宮下古墳全景

⑧　石窟の中の神社

（9　瓦答の神楽

（卦　水　　　車
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⑲　砂　田　街　道

慶長年間（1596～1615）に村のできたころはぃ十地がやせていて1作物の収穫に乏しかっ

たので村民が一致協力してゝ砂まじりの良い十を用いゝ土地の改良を行ったことが村名の

由来といわれている砂田は－天保年間（1830～1843）の家数は5軒であった。戊辰戦争の時1

官軍の彦根藩兵が駐とんし1宇都宮城を攻撃する幕府軍の＿r二万歳三に攻められたところで

ある。

真岡道を南に折れ－ フタバ食品を過ぎると「十九夜」の屋号をもつ旧家の篠崎家があ

りゝ　更に進むと道の西側にお堂があり一　路傍に馬頭観音が建てら

れている。横川中学校を過ぎ1抄出の集落に入るとゝ　道の西側に承

磨元年（1077）の創建といわれる稲荷神社がある。更に道に面してゝ

如意輪観音などの3体の石仏が並んでいる。石蔵のある家構えをみ

て進むと刑部への道の分岐となる。

①　馬頭観音 ②　並ぶ石仏

③　石戴の意匠
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⑲　長　岡・川　俣　道

江戸時代の九街道である日光街道と奥州桂子道を結ぷ道で1きらびやかな［‾l光東照宮参詣

の道とみちのくの奥州を結ぷ道である長岡・川俣道は，県指定史跡である長岡百穴古墳や

多くの－」】】▲乱そして伝説を秘めた道であるとともに人々の生活の道として古来から重要な

道であった。

日光街道をイr折し，江戸時代初めごろ庄屋を務めたといわれている石塚家の前を通り1

更に進むと道の北側に縄文暗代のやじりのでる畑がある。釜‖lの橋の近くにト馬頭観音が

ある。橋を渡り－赤坂に向かうと1遺の東側の雑木林の中に県指定の大塚古墳がある0坂

をくだると長岡の集落が＝に囲まれたなかに息づいている。

jノ与の方にRをやると凝灰岩－が岩肌を表来し1ポッカリと口を開いた穴が52個ある。長岡

白穴．■丁墳である。百穴は丘陵の斜面に蜂の巣のように掘られた古代人の慕である。各穴の

小にはゝ室町時代の什と伝えられる観音像が刻まれている。また古六にまつわる伝説とし

ては弘法大師一夜の什とか1豊城入彦命の東征の軋　この地で大激職沌してその死者を葬

った穴とかいろいろ伝えられている。また古穴の前に「長岡道路開削記念碑」が立ってい

る。これには「宇都宮北一里のこの地は日光東街道と羽罠街道とを結ぷ要地でありながら

悪路にて不便。道路整備計画が立てられ1明治39年4月241r⊥事始め・…・‥」とあるロ
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近くには長岡石を切った石切り場の跡が生々しく残されてし1る。百穴の東側に聖徳太子を

祀った太子草がある。

どっしりとした長J十三Ilリのある所を由こ折れると＝封甘への追である。イrに折れると北側

に止和4咋（1315瀾の板碑がある7・rl寵神社がある－＿1神社の衰‥【滞は裏釘．‘舶洋となって

かつ140墓近くのハ填が群在している。出川の橋を渡りゝ　豊郷中央′」守戦や前の道を川俣

方面に向かう。この道は1源義経が通った道ともいわれている。J】恨の火のJユの近くのお

堂にj寺基作と伝えられている延命地蔵尊があ町縁日には念仏が才一」二われてい－る。高綱目十

を過ぎゝ　御用川を渡ると－　海道町を通る白沢街道（旧奥リ1卜l街道）である。

③　長　屋　門 ④　瓦塚古墳群のある丘陵

⑥　御　用　川
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⑮　平　出　道

平出は1鬼恕ノーl左岸の肥よくな十地でゝ　平山三丁一石とさ一手われた宇郡円満の穀倉地帯であ

り7与くから「掛ナた所である。また平出肌‾にある雷電神社の祭礼には1多くの人々の参拝を

みた。平出道はゝ乍都吾とこの穀倉地帯や神社とを紺ふ道であったがゝ現在は∴1二業l‾1rl地

造成と都市化の波のlいでゝ　街道の姿は急激に変化しようとしている。

宇部営農業高等学校の東約200mの所を北に折れると1街道附いの大木のもとに馬頭観

苗が2基あり∴仁分十に埋まった方には1天保9年（1838二・と善かれている。1‾舶萱を渡り1

県営住宅の■いを通りゝ　更に進み1旧道の出＝の所を左に折れると1＿‾【二葉【二田也で道は寸断さ

れている。平山の雷電神社はゝ　人杉，腔の古木の小に鎮座しゝ　毎年171」の第4日曜日に

ほゝ　梵天が奉納され近郷近在の人でにぎわう。新4じ国道の下前にお地蔵さんがある。立

派な門構えの′家をみながら進むと1たつ街道に出る。

①　馬頭観音 ②　雷電神社の梵天
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⑲　市　兵　衛　遣

計平山にrl」‘兵衛という豪農がいて1その人の㌢．をとって‾市兵衛道と呼ばれていた。道

は細くゝ荷中の過れるくらいであり一途申ほ山林であった。平廿．工業用地の造成などによ

り1新道ができ1街道としての機能は潤慣してしまったが，所々に‾持の街道の㌢．残をとと

めている。

宇農高の北側に稲荷神社がありゝ文字の読めなくなった馬頭観音が分岐点のところにあ

る。石に向かうと1大きな枯木の根元に道標を兼ねた馬頭観古がありゝ大谷石のため風化

が激しく1文字の読解は困難であるが1「石卜柳汁悸へて道場宿　左1板戸」と書いてあっ

たと十地の古老はいう。いずれの道も鬼恕朴玖・」1†岸へ続く道であった。

r一郎亘を越え．・‾l］央自動坪数習所の南側の雑木林がところどころ残る道を症に向かうと1

工業L一甘地に突き当たり1道吊寸断されている。鬼恕■llノ17：校の北佃りをくだり1たつ街道を越

える。
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⑲　た　つ　街　道

真岡道と接するたつ街道は1下桑島町の谷川から石井を越え岡本へと続く鬼怒川に沿

って南北に走る街道である。街道に沿って宇都宮氏の支域である桑島・石井∴平出の各城

が並びゝ宇都宮東部の軍事的色彩の強い道であるとともに1金剛定寺1医王寺ゝ広琳寺と

いう一名刹を結ぷ信仰の道でもある。

下桑島町のわ川を北に向かうたつ街道の東側に高罷神社があ

り1境内には二十三夜塔や石仏がたくさん並んでいる。瑞穂野

北ノ」1学校を越えると道の東側に宇都宮氏の支城として鎌倉時代

に築城された桑島城があり1「「P城」の地名や「政門」・「西の門」・

「東の門」などの′Jl字名が残されている。

街道沿いにある薬師葺を巡るために白装束に身を憎めた巡礼

姿の村人を20年位前までは見かけたと鮎沢l現さんt・ま語ってくれ

た。

ノJl原高尾神社の境内に全長約35mゝ高さ約2．5mの前方後円

墳があり－　後H部の頂上に神社が鎮座している。

鎌倉幕府7代将軍惟康親王の信仰を受けたり1明徳4年（1403）

朝廷から「金剛定寺」の寺号を賜ったと伝えられる金剛定寺が

道の西側の田の中に見えてくる。境内には市指定の樹令400年

のカヤの木や江戸時代の元文元年（1736）に作られ1当時の工芸

美術の枠を集めた1市指定の宝餞印塔がある。

－‾F川岸に近づくと1打」二げ花火の菊が開いたような形をした

ケヤキが歩くたびに大きくなってくる。ケヤキの木のもとにはゝ

この街道の人々の往来をみつめてきた石仏がたくさん並んでい

る。

下川岸の道を西に入ると－　鎌倉日封七ゝ　武人であるとともに歌

人として1多くの勅撰和歌集に歌をのせた宇都宮頼綱（実信房

蓮牛）の子孫が治めた石井城があり－「古域内」・「蔵の内」など

の地名を残している。慶長2年（1597）ゝ　宇都宮氏とともに滅亡

した。

東に入ると1秘仏で普段には見ることのできない1南北朝か

ら室町初期の作と推定される木造薬師如来坐像がある医王寺が
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⑲⑭

⑲

ある。

道を：更に北に向かうと，新造の石井街道と出合う。鬼怒橋の

たもとには1宇都府氏が代々崇敬した高富神社がある。

イr井の郵†山．Jを常む福島氏宅の立派な′家構えが街道に而して

ある。

西に向かうとゝ　道の」ヒ但いこ石仏が弛んでいる。道を北に折れ1

水田地帯の中をまっすぐに進みゝ新柳田街道を越えると1道場楕

道と交差する。平出のノ」1原の派出所の所ではゝ平出道と合わさ

りゝ　郵便局のところではゝ市兵衛道と合流する。

道の‾西側に1幸吉宗の広琳寺があり1毎年4月になると－　‾「ト

指定のしだれ桜がところ狭しとゝ口美きほこる。また文珠堂の屋根

にはゝ市指定の大日如来坐像が東を向いて座っており1お堂の中

には∴智恵を授けてくれる文殊菩薩がある。広琳寺の過去帳はゝ

元禄年間（1688～1704）から多くの人が住み1平出地区が古くか

ら開けていたことを物語ってくれる。広琳寺の西にはゝ　50m四

方の館跡と考えられる平出城がありゝ　現在では土塁の一部を残

すだけとなってしまったがゝ「御城」・「東門」などの地名を残し

でいる。宇都宮の家臣ゝ鈴木・平山・平石の諸氏が存城したと

伝承されている。

街道の西側の広町の路傍には1雨にぬれた吉面金剛がひっそ

りとたたずんでおり1広町から関口を通り板戸の河岸へ抜ける

1‾l‾い通をみつめてきた。舐内を遇ぎるとl甘木に入る。

⑦　塀をめぐらした旧家
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⑲　広琳寺のシダレザクラ

⑲　平出城跡
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⑲　苔むした石仏



■一ろ　　　ノ▲ろ

（5〕城　道

『栃木県の中世城鮫』（県教委発刊）によると栃木県下では410の城館跡の存在が確認されて

いる。そのうち与二部官巾ではゝ　31の城館跡が確認されているがゝ　それらの多くはゝ　平山城

か財形式のものでゝ　中世下里fの肝戸二部常氏の没落とともに滅んでいった。城魚てを中心とし

て，多くの武将や民衆が往来した道1その城の入口に続く道はゝ　農道や山道などの生活道

となってはいるが「城通」と呼ばれ－姿を変えながらも今日まで生き続けている。

任　根古屋城への道

碇に賀川1西に武子川が流れ，そのJ■■■rほ南」とに延びゝ　舌状自他の南端に立地している根

‾．」丁居城は1腐磨元年・‥こ1379）1ノ」1しl億政の支城として築かれたと伝えられてか〕1元亀の初

めごろ∴軋むJl山救長はゝ　′J山秀綱とともに北一条民政と戦い1敗れたために元亀4年（1573：

根古什1犬飼能登守康吉が城耳となったが一　天止14年（1586）・宇都宮勢に亡ぼされゝ　廃城とな

ったといわれている。

疎い空掘と十異など室l町制城郭の遺構を良くとどめている。この威から丘陵屋根伝いに

鹿沼に通じる丁与道があり1＿上火と根｛屋地区を結ぷ追として利川されていた。古道の山緒

を物語るものとして，古道に沿って経塚が3基並んでおりゝ　その中の一幕を発掘したとこ

ろゝ　観音開きの塗金の跡がみられる宇禄2年・（1529）の経筒が出土した。

①　空からみた根古屋城跡附近
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②　飛山城への道

飛山城は－鎌倉時代末期の永仁年間（1293～99）・に芳賀高俊か」二家の宇都宮城の‾支城とし

て築城したと伝えられ1

氏の両翼として活躍し1

かしゝ　慶長2年（1597）・1

中世の動乱期にぉいて1芳賀氏（享■郡；1氏）と益子氏は常に宇部色’

そG勇戦功は『太平記』に記載されるほど著しいものがあった。し

豊臣秀吉の命による宇部官氏の減⊥とともに廃城となりゝ　300年

にわたる歴史を閉じた。

城はゝ　自然の地形を利用した平山城で1東西約330rnl南北約450mにも及ぶものでありゝ

深い空堀と土塁を二重にめぐらし1通路と思われる「土橋」や「物見櫓」跡がみられゝ廃

城約400年を経た今l【．まで往目寺の遺柄をとどめている。

「史跡飛山城跡」と書かれた標柱のある東側の仙の中に続く一本の農道は－城道と呼ばれ1

芳賀氏の菩提寺である同慶寺の南端の切り遺しの中を結ぷ道である。同慶寺は一般の寺院

とは異なり1内城・外城からなり1内戚だけでも広さは20町歩（約20ha）に及んでいる。そ

して∴重の紺がめぐり1飛山城の支城としての機能を果たしていたと推定されている。

ーゝ－－・・・〉へ▲④

重野－‾‾lごl■ミ議

①　空からみた飛山城跡
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（6）信仰の道

①　大吉観音への道

11名を聞くも　恵み大谷の観一世苦　みちびき給え　知るも　知らぬもノ′の御詠歌のある1

坂東19番の観一昔霊場で宇都宮を代表する予「刹である大谷寺は1剛旨定の重要文化財である

十体の磨崖仏が岩壁面に彫られており，平安初期から鎌倉尉ヒにかけての什といわれてい

る。また観音堂正而の千手観音は大谷寺のノ虹専でゝ離れ離れになった父子が観音様の導き

で再会できたという話や1観音様の化身が急な坂道のところを参f－ドする人の手を引いたと

し1うものなど1数多くの請が伝えられている。「宇都宮御城内外絵図」によるとゝ　大運寺の

西から道は出ており1『宇陽略吉山の丹生燕朗についての説明の中に1

「安養寺ノ北こす］■是ヨリ大谷観‾世肯ヘノ遣れ‾」と苦かれている。大

れ観音1多気の不軌乱　そしてゝ　大子i了て運搬などの道としてゝ　多く

の人々の作東虻みた道であった。

去押J所前の人運寺の西にゝ　宇部′古城を築いた昭にその守複利せし

て卍った八薬師の－　▲つであるナ寸堂薬巨‾lrjがあり1新川を越えると‾占い

商家や酒造昂がありゝ　今でも市の中心に町の中で洒造りを行ってい

る。桜通りを越え1六軒「ll丸を過ぎると1高窮神社の前で道は二

つに分かれてし1る。右側を進み1高速道路をくぐり1・山Ilを渡ると1

道の南側は一直線に走る1旧トロ道である。

城山川張所の少し手前の石側にゝ　坂‾木
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（11

の集落に入る道がある。道の人l」のとこ

ろに赤いよだれ掛けをした十γい舟地蔵さ

んがゝ車のほこりにまみれながらも，村

人の安全と道ゆく子どもの交通安全を祈

るかのようにたっている。

道を進むと右側にお堂がありゝ　その中

にもお地蔵さんが祀られている。

集落のつきあたるところの道を左折す

るとゝ　すぐ急な山道となる。今はほとん

ど通る人もなく荒れてかつゝ　ときか・つゝ

山菜採りの人が歩くぐらいだと言われて

いる。この坂が手引き坂と言われる。こ

の屋枇道を‾卜るとそこは大行寺である。



①　丹堂薬師堂

③　地　蔵　尊

⑤　石切り場跡

／‾∵／／

②　宝木古墳

④　手引き坂

⑥　大谷千手観音
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②　多気不動尊への道

宇都宮の北西10血のところに1どっしりと腰をおろしたような姿の多気山があるロ多気

の中腹にある持宝院に建武2年（1335）8月1ヒl－宇都宮2代城主藤原宗綱公から1不動明

王が奉納されたといわれている0不動明王は∴真言密教の主尊である大作如来の使者として

多くの信仰を集めている仏である。それ以衡歴代城主の厚い信仰心のもとに多くの参詣

者を集め今日に至っている。

1　国道293号線方面から

国道293号線を新里に向かうと1多気入口の少し手前のカーブの所に大谷寺からの道と

立派な石の燈ろうと石の鳥居のある多気旧道の合流地点になる。鳥居をくぐると道はすで

に廃道になっておりゝわずかに昔の面影をとどめている0

2　福岡方面から

福岡町を通る文挟道に沿って一体の馬頭観音がこだかく盛られた塚の上に安置されてお

り1←右　宇都宮・大谷ゝ左　徳二艮」と台座に彫られている。馬頭観音の北側が一部廃道

になっている。東に向かってゆるやかな坂を登りつめると1日の前に多気山の偉容が飛び

込んでくる。参詣者にとってほっと一息をつく所かもしれない0坂を下り1古賀志の山す
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そをまくように遠北の集落から細野の集落に向かい大きく右に折れ1多気山と雲雀鳥屋の

谷あいの道を越えると一新里桜田方面からの道と合流し松沢の集落を抜けて不動尊に至る。

そこにはゝ　庚申塔をはじめとして数多くの石塔が立ち並んでいる。

3　新里桜田方面から　＿

国道293号線から桜田に入る道は－　昭和の初めごろまでは盛んに使われた道であった。

荷馬車一台がやっと通れるような道を1桜田の人たちは馬の背に荷をつけて鹿沼の宿に物

を運んだという。桜田の村はずれの共同墓地が分岐点になっており‥馬頭観音がひっそりと

建っており－「右　かぬま1左　大や　たぎ山」と台座にかかれている。鹿沼への道は今は

ほとんど使われておらず1やぶとなり荒れている。多気山と雲雀鳥屋の谷あいを越え1細

野を通り鹿沼の宿に向かうのには一番近かったという。

共同墓地の前を更に南に行くと視界がひらけゝ　多気の山が飛び込んでくる場所に出る。

道の突きあたりを左に折れ1多気山一大谷寺へと続いている。右に行くと今はほとんど用

いられていない廃道であるがゝ　細野から来た庚申塔のある道と合流する。

¶87－

①　多気山旧登山道 ②　道標を兼ねた馬頭観音



③　多気山を望む道

⑥　道標上に座す馬頭観音　　　⑦　秘仏多気不動明王
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③　安産稲荷への道

栃木街道幕間の道路改修により1廃道になった所1兵庫塚へ左折するイチゴの集荷場の

所の辻に嘉永2年（1849）建立の「安産稲荷道」なる長方形の石の道標がある。

中世のなかごろゝ　宇都ノ畠8代城主の宇都宮貞綱の北の方が難産の折に1貞網を初め家臣

の者が必死に祈願したところゝ　霊験あらたかであり速やかに男児が出産したと伝えられて

おりゝ　安産の神として庶民の信仰を高め1「安産稲荷」として親しまれてきた。

「ひがし　定より八T」とあるようにト道標の

ある所から1東に向かって道が細くなり1畑が続

く。そして住宅が今にもこの畑を飲み込んでしま

うかのように近づいてきてし1る。針ヶ谷ゝ　丁†山へ

続く道と合流し－　左折すると道の左側に長い参道

の神社がみえてくる。境内には1太々神楽を奉納

する神楽殿や道阻神があり一　本殿の前には石でつ

くられた2匹の狐が建てられている。
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④　御岳神社への道

徳次郎1下横倉1金井方面を結ぷ道路であり1豊郷方面にも通じる車要な通である。特

に大保5年・（1834：：・，信濃南木曽御一岳山から御分宗を下横倉11瞑に勧請して建宣しゝ各方面か

ら多くの参拝ポーでにぎわった。

け光街道の宇都胃第一病院の東側の道を入り∴寓遠道路のガードをくぐるとゝ　嘉永5年

（1852）にゝ　二宮尊徳によって桧や杉の植樹された上金井の二宮林がある。道を南に折れ1

T手折を東に向かうと1田川の清流が静かに流れている。正面の山の中には1戦国時代に

築かれたゝ　中世宇都宮領の北の防備の拠点である平山城の下横倉城があり1ノJl宇和こ「家

老内」城の南に居住する横倉氏の了▲孫といわれる磯野家の屋づ「入城」がある。出川を渡

りゝ　北に進むと御岳神社の入口がある。整備

（∋　磯野家の長屋門

された道を登り進むと1頂上の乎なところに

出る。篠井・吉屋・国本方面が一望できゝ　山

と川との調和が整い絶ぃで透る。御祭神は猿
た　しlこのみこと　　お；メ　た　レ～ブ）みこと　　　く（こつ也亡ち乃ノ▲こと　　1く．しひ二鳥のんこと　　か〃

出彦命∴大仁計命】1主情立論ゝ　′」1彦名命1金
く】ま　LL二しウキこと

山彦命等である。

（D　横倉城の下横倉城

③　横倉山頂の御岳神社
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⑤　成願寺への道

奈良時代の天平神護元年（765）・に勝遺】二人42才の府に創立されたと伝えられている寺でゝ

源頼朝の寵愛を受けた安遠藤九郎が死んだといわれる由緒ある一寺である。また七堂伽藍を

配置した寺ではあったが1文政6年・：：1823りく災によりことごとく焼失してしまった。この

成願寺へ至る遺が成願寺道である。

真岡道の恵光寺前を右折すると1かつては雑木林であったところに1

新しい住宅が次々と建てられている。新4国道の造成により旧道の一

部が廃道となっている。国道を洩ると雑木林のトンネルとなり1道の

西側の林の1－1■に1明治製菓宇都宮食菌試験場があり1しいたけの栽培

をしている。瑞穂台小学校を西側にみて1更に進むと1成願寺の人イ

チョウが大きく空に突き出しておりゝ　お寺の｛さを物言吾っている。お

寺へお参りする人たちもゝ　この大イチョウを目印として歩いたのであ

ろう。

①　真岡道との分岐 （a　林の中の道

③　成　願　寺
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⑥　茂原観音への道

宇都宮帝の南部茂照岬にある∴茂頂親告堂には1南北利から室町初期の作といわれる木

造聖観世「‘H■締結・√二像が・配られておりゝ60年に1度公開される秘仏である。この観音様が多

くの参詣‾苦からあつく信仰されたことは1江巨時代から1現代までの絵馬が数多く奉納さ

れていることからもうかがい知ることができる。この＝光街道から戊原観音までの道を観

音道と呼んでいる。

r】光掛違沿いの茂原町に「茂原止観1サ肯道」と書か

れた標粧が街道の東側に建っている。

遺を東に「占」かいゝ　日光街道の旧道跡地のくぼ地を

■右にみて進みゝ　東北藩線の地卜道を越え∴前畑を過

≡　ぎゝ　茂原の愛宕塚古墳を」とにみて進むと1丘陵の降

・り】＝こ観音質がある。右堂の代表者は1道の南の寺

㊤　　内重雄氏である。

②　分岐点の石仏群
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あ　　と　　が　　き

市教育委員会ではゝ　ふるさと宇都宮の歴史と文化財に対する理解のために1文化財シリ

ーズとして身近な生活の中に題材を求め1発刊を重ねてまいりました。今回シリ【ズ第8

号として「宇都宮の古道」を関係者の御指導・御協力によりまして1発刊できますことを

厚くお礼申し上げます。

本書の古道に関しては1既に多くの先生方により詞杏研究がなされ1その成果がゝ　報告

書や書籍として発表されているところであります。この成果をふまえ∴文化財調査員の活動

の一環としてゝ改めて地域に残る了tr通を調査しi【】＝人整理し1ここにまとめたわけでありま

す。この編集に当たり1既に報告された数々の研究の内容を参考にさせていただき1報告

書の体裁をより意義あるものとすることができました。

いにしえより連綿と続く日本の歴史は道の歴史といっても過言ではありません。道は常

に人との係わりの項で存在しゝ生きてきました。また路傍にある石仏や道標・道祖神には

その時代」持代を生きてきた人々の喜びや悲しみが刻みこまれ1私たちに語りかけてくれま

す。しかしゝ急速な社会の変化により1多くの人々に愛され1歩かれた道はゝ改修や新設

され1次第に忘れ去られようとしています。そこで－市内に残る古道の面影を残す道をで

きるだけ歩きゝ調査しゝ十分といえないまでもこの冊子を刊行し記録保存をすることにな

りました。

調査・編集にあたってはゝ可能な限り一事実の把握に努めたつもりではありますがゝ調

査もれやイ十分な点ゝ意を尽くせなかったところが多々あることはいなめません。今後1更

によりよいものへと努力してゆく所存でありますので1関係各位の御指導を心からお願

い申しあげます。

終わりに1この冊子が多くの人々に読まれゝ活用されることによりゝ　ふるさと宇都宮を見

直す一助となれば－編集に携わった者として喜びに堪えません。

昭和60年3　月

編集責任者

宇都宮市教育委員会

社会教育課長　加　藤　悦　男
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文化財愛護シンボルマークについて

字　このマークは文化財愛護運動の一環として昭和41

年5月に定められたものでゝ　ひろげた両方の手のひ

らのパターンによって日本建築の重要な要素である

斗棋のイメージを表わし1これを三つ重ねることに

より文化財という民族の遺産を過去・現在一夫来へと永遠に伝

承していくという愛護精神を象徴したものです。
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